田辺市第２期障害者計画策定に係る
アンケート調査報告書

平成25年３月

田辺市
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Ⅰ　調査の概要
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◆　調査の概要

１．調査の目的

本調査は、田辺市第２期障害者計画を策定するにあたり、障害のある方の生活状況や福祉サービスの利用状況、利用意向、ご意見などを把握し、計画策定の基礎資料として、田辺市の実情を反映した障害者福祉の推進を図ることを目的に実施しました。

２．調査項目

（１）調査対象者の基本的な事柄（性別・年齢・所持手帳等級・生活場所等）

（２）障害者福祉サービス利用状況、今後の利用意向等

３．調査設計
調査地域　　　：田辺市全域
調査対象者　　：平成24年８月現在、田辺市に住んでいる身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳所持者等を対象に実施。
調査票は身体障害者用、知的障害者用、精神障害者用の３種類を配布。

調査期間　　　：平成24年８月～９月

調査方法　　　：調査票による本人記入方式（本人が記入できない場合は家族等）

　　　　　　　　郵送配布・郵送回収による郵送調査方法

４．回収結果

	所　持　手　帳
	調査対象者数

（配布数）
	有効回収数
	有効回収率

	身体障害者手帳
	1,000
	511
	51.1％

	療育手帳
	560
	314
	56.1％

	精神障害者保健福祉手帳
	440
	236
	53.6％

	合　　　計
	2,000
	1,061
	53.1％


５．報告書の見方

●　回答結果は、少数点第２位を四捨五入した有効サンプル数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表においても反映しています。

●　複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が100.0％を超える場合があります。

●　図表中において、「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が著しく困難なものです。

●　グラフ及び表のN数は、有効標本数（集計対象者総数）を表しています。

●　本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。
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Ⅱ　身体障害者・知的障害者対象調査
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回答者の基本的事項について

問１　あなたの性別を教えてください。

性別について、身体障害者では「男性」が48.9％、「女性」が47.2％となっています。

知的障害者では「男性」が57.0％、「女性」が41.1％となっています。
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問２　あなたの年齢は何歳ですか。＜平成24年８月１日現在＞

年齢について、身体障害者では「60～69歳」が29.4％と最も高く、次いで「50～59歳」が20.4％となっています。
知的障害者では「20～29歳」が19.7％と最も高く、次いで「40～49歳」が18.5％となっています。
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問３　あなたのお住まいはどちらの地区ですか。
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自宅に住んでいる 施設で生活している 病院に入院している 不明・無回答

居住地区について、身体障害者・知的障害者ともに「田辺」が最も高く、それぞれ77.1％、65.3％となっています。
問４　あなたは次の手帳をお持ちですか。お持ちの場合は手帳の等級もお答えください。（複数回答）

【１　身体障害者手帳】

（１）身体障害者手帳等級

身体障害者手帳等級について、身体障害者・知的障害者ともに「１級」が最も高く、それぞれ26.6％、42.0％となっています。
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（２）障害内容（複数回答）
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障害内容について、身体障害者・知的障害者ともに「下肢機能障害」が最も高く、それぞれ35.0％、29.6％となっています。
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（３）身体障害者手帳取得年齢
身体障害者手帳取得年齢について、身体障害者では「60歳代以上」が22.1％と最も高く、次いで「50歳代」が18.0％となっています。

知的障害者では「０～４歳」が25.9％と最も高く、次いで「10歳代」が17.3％となっています。
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【２　療育手帳】
（１）療育手帳の判定
療育手帳の判定について、身体障害者では「Ａ１」「Ｂ１」ともに9.1％となっています。

知的障害者では「Ｂ１」が28.2％と最も高く、次いで「Ａ１」が27.6％となっています。
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（２）療育手帳取得年齢
療育手帳取得年齢について、身体障害者では「60歳代以上」が39.4％と最も高く、次いで「50歳代」が21.2％となっています。

知的障害者では「10歳代」が25.5％と最も高く、次いで「０～４歳」が15.0％となっています。
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【３　精神障害者保健福祉手帳】
（１）精神障害者保健福祉手帳等級
精神障害者保健福祉手帳等級について、身体障害者では「１級」が２件と最も多くなっています。

知的障害者では「２級」が６件と最も多くなっています。
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（２）精神障害者保健福祉手帳取得年齢

精神障害者保健福祉手帳取得年齢について、身体障害者では「60歳代以上」が４件と最も多くなっています。

知的障害者では「10歳代」が４件と最も多くなっています。
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問５　現在、40歳以上の方にお聞きします。あなたは、介護保険法の要介護認定を受けていますか。受けている場合は要介護度もお答えください。
介護保険法の要介護認定について、「受けている」が身体障害者では20.1％、知的障害者では8.5％となっています。

要介護度については、身体障害者・知的障害者ともに「要支援１、２」が最も高く、身体障害者では40.7％、知的障害者では４件となっています。
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問６　あなたは、難病（特定疾患）の認定を受けていますか。

難病（特定疾患）の認定について、「受けている」が身体障害者では8.2％、知的障害者では3.5％となっています。

[image: image48.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

どこからも入手していない 6

インターネット 2

ケアマネージャー 2

サービスを受けないため、情報は集

めない

1

サービスがあることを知らない 1

介護支援専門員 1

友人や知人 1

ケアホーム 1

介護施設 1

市民総合センター 1

[image: image49.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

職員より 2

行政局 2

分からない 1

ケアホームにて 1

インターネット 1

訪問介護 1

障害者の友人 1


[image: image50.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

今は何もサービスを受けていない

2

今のところ、わからない 1

自身に合ったサービスが自宅に届

いてほしい

1

目下は不要 1

医者に毎日足を洗うように言われて

いるが、洗えない

1

以前、田辺市役所にサービスの問

い合わせをしたが、非常に不親切

だった

1

[image: image51.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

生活保護費 5

障害年金 3

農業収入 1

内職 1

配偶者(妻)のパート収入 1

退職金からの取り崩し 1

配偶者(夫)の年金 1

援助金 1


[image: image52.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

障害年金（障害者年金） 2

生活保護 1

草刈りなど 1

未成年 1

[image: image53.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

睡眠不足 2

昨年、右膝半月板損傷し、長時間

の歩行や屈むことができない

1

しんどくなりやすい 1

持病の再発 1

視力の衰えを感じる 1

非常に足の疲れを感じる時が多く

なった

1

片目が緑内障 1

目が見えにくくなった 1

話しにくい 1

ひとりで何もできない 1


問７　あなたは発達障害（広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害など）の診断を受けていますか。

発達障害（広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害など）の診断について、診断を「受けている」が身体障害者では1.2％、知的障害者では23.2％となっています。

[image: image54.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

注入栄養なので利用出来ない日が

ある

1

施設の部署が分かれたので料金が

２倍になった

1

[image: image55.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

農業 3

無職 2

自営業 2

年齢的に仕事はしていない 1

働きたくても働く所がない 1

就労先がない 1

午前中のみ自営業 1

自営業の手伝い 1

家の仕事を手伝っている 1

孫の守 1

ケアホームから作業所へ 1

体力的に無理 1

あんま 1

主婦業 1

家事の手伝い 1


問８　次のうち該当するものがありますか。（複数回答）
障害の内容について、身体障害者では「該当するものはない」が39.5％と最も高くなっています。

知的障害者では「自閉症スペクトラム（自閉症、高機能自閉症、アスペルガー症候群、広汎性発達障害）」が16.6％と最も高くなっています。

[image: image56.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

草刈りや栗など市場へ出す 1

生活介護事業での日中活動をして

いる

1

施設に入所し生活介護事業のサー

ビスを受けている

1

作業工賃を得ている 1

作業的な活動に参加している 1

[image: image57.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

エフファームきずな 1

会社（工場） 1

自営業の会社 1

老人ホーム 1


[image: image58.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

製造業 1

医療関係 1

サービス業のアルバイト 1

理容師 1

[image: image59.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

HIV感染症による差別 1

日常生活に時間がかかるため仕事

は無理だと思う

1


[image: image60.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

発達障害（精神遅滞）があり、手厚

い支援がないと働けない

1

[image: image61.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

バイク 9

単車 8

施設の送迎車 7

原動機付き自転車 5

病院の送迎車 3

スクーター 2

自動二輪車 1

ケアホームの送迎車 1

送迎車 1

送迎バス 1

公用車 1


問９　あなたは、障害者自立支援法の障害程度区分認定を受けていますか。
受けている場合は障害程度区分もお答えください。
障害者自立支援法の障害程度区分認定について、「受けている」が身体障害者では7.6％、知的障害者では42.0％となっています。

また、障害程度区分としては、身体障害者では「区分１」「区分２」「区分４」がともに12.8％で高く、知的障害者では「区分６」が28.0％と最も高くなっています。
[image: image62.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

施設の車（施設の自動車） 15

施設公用車 8

原付（単車５０CC) 6

公用車 4

送迎車・送迎・送迎バス 3

施設送迎 2

施設職員 2

ケアホーム車両 1

福祉車両 1

作業所 1


[image: image63.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

車イス用の駐車場がいつも一杯 1

健常者が障害者スペースへ平気で

駐車している

1

家族以外の介助者がいないため、

家族がいないと外出出来ない

1

道路の舗装が端の方へ下がり運転

しにくい。なるべく車の邪魔にならな

いようにと考えるが、端の方が恐

い！

1

[image: image64.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

障がい者用駐車場に健常者が駐車

する

4

外出しない 1

料金が高い 1

自宅から道路に歩道がなく、車のス

ピード超過がある

1

介護タクシーが利用できない 1

音声付信号が無い 1

知識の無い健常者からの手助けに

声をかけてもらうが、断わっている

のに車椅子を押されて転倒しそうに

なったり、車への買物の荷物の積

み込みで、自分が下ろせない場所

に積み込まれたりして迷惑で、障が

い者として関わってほしくないため、

そっとしておいてほしい

1


生活のことについて

[image: image65.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

母親がいないと避難できない 1

まだ小さいため、ひとりでは避難で

きない

1

市内放送が正確なのか不安 1

身内がいないと避難できない 1

5歩程度しか歩行ができない 1

車椅子では遠い 1

夕方になると目が見えにくい 1

長距離歩行ができない 1

全介助が必要 1

耳障害のため、指示が受けられな

い

1


問10　現在、一緒に暮らしている人は誰ですか。(複数回答)
一緒に暮らしている人について、身体障害者では「配偶者」が54.2％と最も高く、次いで「息子」が18.6％となっています。
[image: image66.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

重度障害のため、介助員がいない

と避難出来ない

3

施設生活 2

１人だと何も理解出来ないので、災

害が発生した事すら分からない

1

介助が家を留守にしている時、１人

で散歩に行っている時

1

介助スタッフがいないと１人では移

動出来ない

1

何度も同じ回答ですが療養介護中 1

どこに行けば良いか、何をすれば良

いか分からない

1

父、母が高齢で避難が難しい 1

知的障害者では「母親」が50.3％と最も高く、次いで「父親」が39.8％となっています。

[image: image67.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

クッションの良いマット、枕、ダン

ボールの仕切り

1

何度も同じ回答ですが療養介護中 1

施設が指定避難施設になっている

ので不安はない

1

１人では判断や避難出来ない。声

掛け、誘導が必要

1

よく分からない 1

判断力がないので、その都度の適

切な判断が出来ない

1

不安が大きいと思うので障害者に

寄り添ってくれる相談員がいてくれ

たら嬉しいです

1

[image: image68.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

障がい者用トイレの充実 1

教師の指導力の向上 1

車椅子でも乗車しやすいバスを日に何回か運行してほしい 1

コミュニケーションの問題 1

縦割り行政のためか、担当でない場合に答えられることでも関係ない

という態度をあからさまに取るため、市職員のレベルアップが必要

1


[image: image69.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

分からない 1

[image: image70.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

福祉センター 1

NPO法人事務所 1


問11　あなたは、どこで暮らしていますか。

現在のお住まいについて、身体障害者・知的障害者ともに「自宅」が最も高く、それぞれ78.1％、44.3％となっています。次いで、身体障害者では「借家・アパート」が9.0％、知的障害者では「障害者施設に入所」が25.5％となっています。

[image: image71.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

本人との意思疎通が困難なためわ

からない

1

[image: image72.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

精神状態不安定 2

膝が痛い 1

希死念慮・自殺念慮が消えない 1

病気が辛い 1

胸が痛くなる 1

物忘れをする時がある 1

中性脂肪値が高くなっている 1

腰骨を骨折している 1

右足のすねが痛い 1

腰痛 1

細かいことが気になる 1

タバコが好きなこと 1

暑さに弱い 1

よく発熱する 1

自分で病気を作り、思い込みが酷くて落

ち込む

1

食欲が無い 1


[image: image73.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

わからない 4

ヘルパーに頼む 3

ひとりで暮らす 3

死 2

まだ考えていない 1

人に頼らない 1

経済的援助をしてほしい 1

[image: image74.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

職場に通う以外でのプライベートは殆ど

外出しない

1

外出できない 1

お医者様の判断 1


[image: image75.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

福祉課 1

宗教 1

市民総合センター 1

グループホームの職員 1

デイケア 1

ケースワーカー 1

友達 1

手紙 1

どうしたらいいかわからない 1

[image: image76.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

右股関節機能障害 6

両膝関節機能障害 4

両手関節機能全廃 2

四肢機能障害 1

脳性麻痺 1

聴力障害 1

視力障害 1

免疫機能障害 1

線条体黒質変性症 1

網膜剥離 1


問12　次にあげる「生活の場」のうち、今後、暮らしたいと思うのはどれですか。

[image: image77.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

ホーム職員 2

義母 1

本人 1

病院の方々 1

入院中 1

世話人さん 1

施設職員 1

病院に入院 1

いとこ 1

今後、暮らしたいと思う生活の場について、身体障害者・知的障害者ともに「家族と一緒に自宅で暮らしたい」が最も高く、それぞれ68.5％、48.1％となっています。次いで、身体障害者では「その他」が6.7％、知的障害者では「専門の職員がいて共同生活できる施設を利用したい」15.9％となっています。
[image: image78.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

自己判断不可 1

歩いている時にヨタヨタするように

なった

1

皮膚疾患のみ 1

病院で管理されています 1

前より気が短い 1

糖尿病 1


[image: image79.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

国保で病院が高い 1

ホームの人が連れて行ってくれる 1

夜間の受け入れ先がない 1

[image: image80.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

避難経験がないため実状わから

ない

2

生活してみないとわからない 1

今のところ不安に思うことは無い 1

現場を見ていないのでわからない 1

災害になってみないとわからない 1

配偶者(夫)がいるため、その時に

ならないとわからない

1

具体的な案内とサービスを何も知

らない

1

避難場所から病院への病状及び

薬の問い合わせ等の連絡方法

1

尿取りパッドの取り替えるスペー

スがあるのか

1


[image: image81.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

班長の番になった時だけ町内会

活動に参加する

1

生協共同購入 1

役員 1

身体の調子がよいときは草取り

等をする時がある

1

殆ど外出しない 1

老人会の人達との交流 1

[image: image82.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

散歩に行って帰って来ない時があり、捜し尋ねる 1

排泄毎に導尿、摘便を行っている 1

１人で家から出て行って何処に行ったか分からないなど泳げない

のに服を脱いで大水の日に浸かっていた時もあり、目が離せない

1

通院時、付き添いが必要 1

お薬を飲む事 1

階段や少し細い道など見えにくい 1

投薬 1

医療的ケアが必要 1

衣類の洗濯・管理 1

１人では危ないので、いつも誰かが側にいないと（言葉も話せない

し、片目・片手・片足が悪く）目が離せません

1

助言、教えてくれる人 1

個人的な買い物による移動 1

寝返り出来る程度なので全てに於いて必要 1


問13　平日の昼間を主にどこでお過ごしですか。

平日の昼間を過ごしている場所について、身体障害者では「自宅」が72.2％と最も高く、次いで「職場」が17.0％となっています。
知的障害者では「入所施設」が28.7％と最も高く、次いで「通所施設」が19.1％となっています。
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11.5 
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30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

不明・無回答

身体（N=511）


[image: image84.emf]3.2 

16.6 

19.7 

13.4 

18.5 

13.4 

4.8 

4.1 

0.6 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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７～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

不明・無回答

知的（N=314）

[image: image85.emf]77.1 

7.8 

4.3 

2.3 

3.3 

0.6 
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田辺

龍神

中辺路

大塔

本宮

その他

不明・無回答

身体（N=511）


[image: image86.emf]65.3 
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龍神

中辺路

大塔
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その他

不明・無回答

知的（N=314）
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35.0 

7.0 

12.1 
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1.2 

4.5 

0.2 
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8.2 

9.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声・言語、

そしゃく機能障害

上肢機能障害

下肢機能障害

体幹機能障害

心臓機能障害

腎臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう・直腸機能障害

小腸機能障害

肝臓機能障害

その他

不明・無回答

身体（N=511）／身体障害内容


問14　地域の人とどのようなお付き合いをされていますか。(複数回答)

地域の人との付き合いについて、身体障害者・知的障害者ともに「会った時にはあいさつをする」が最も高く、それぞれ80.6％、52.9％となっています。次いで身体障害者では「世間話をする」が46.4％、知的障害者では「付き合いをしていない」が29.0％となっています。
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小腸機能障害

肝臓機能障害

その他

不明・無回答

知的（N=81）／身体障害内容
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身体（N=511）／身体障害者手帳

取得年齢
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知的（N=81）／身体障害者手帳

取得年齢
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Ａ１
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不明・無回答

身体（N=33）／療育手帳判定


[image: image92.emf]27.6 
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Ａ２
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不明・無回答

知的（N=294）／療育手帳判定
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身体（N=33）／療育手帳取得年齢


問15　現在の生活で困っていることや不安に思っていることがありますか。(複数回答)
現在の生活で困っていることや不安に思っていることについて、身体障害者では「自分の健康や体力に自信がない」が38.4％と最も高く、次いで「特に困っていることはない」が26.8％となっています。
[image: image94.emf]15.0 
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不明・無回答

知的（N=294）／療育手帳取得年齢

知的障害者では「特に困っていることはない」が30.6％と最も高く、次いで「将来生活する住まい、施設等があるか不安」が21.3％となっています。
[image: image95.emf]単位：件数

精神障害者福祉手帳

等級

１級 ２級 ３級

不明・

無回答

身体（N=9） 2 1 0 6

知的（N=9） 1 6 1 1

[image: image96.emf]単位：件数

精神障害者福祉手帳

取得年齢

０～４歳５～９歳 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代

以上

不明・

無回答

身体（N=9） 0 0 0 1 1 1 1 4 1

知的（N=9） 1 1 4 1 1 0 1 0 0
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非該当
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身体（N=91）／要介護度

[image: image98.emf]知的（N=11）

要介護度

件数

要支援（１、２） 4

要介護１ 2

要介護２ 1

要介護３ 1

要介護４ 0

要介護５ 1

非該当 0

不明・無回答 2



問16　悩みや困ったことを相談するのは誰ですか。（複数回答）

[image: image99.emf]受けて

いる

8.2%

受けてい

ない

70.8%

不明・

無回答

20.9%

身体（N=511）

[image: image100.emf]0.8 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

アルコール依存症、

薬物依存症

統合失調症、妄想性障害、

非定型精神症

気分(感情)障害

（躁うつ病・うつ病を含む）

神経症、ストレス関連障害、

身体表現性障害及び

解離性障害

てんかん

自閉症スペクトラム（自閉症、

高機能自閉症、アスペルガー

症候群、広汎性発達障害）

注意欠陥／

多動性障害【ＡＤ／ＨＤ】

学習障害【ＬＤ】

該当するものはない

わからない

その他

不明・無回答

身体（N=511）

悩みや困ったことの相談相手について、身体障害者・知的障害者ともに「家族及び親族」が最も高く、それぞれ75.7％、55.4％となっています。次いで、身体障害者では「友人及び知人」が24.5％、知的障害者においては「施設の職員」が44.9％となっています。
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自閉症スペクトラム（自閉症、

高機能自閉症、アスペルガー

症候群、広汎性発達障害）

注意欠陥／
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学習障害【ＬＤ】
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その他

不明・無回答

知的（N=314）
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[image: image103.emf]3.0 

6.8 

13.6 

16.7 

24.2 

28.0 

2.3 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

非該当

不明・無回答
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不明・無回答

身体（N=511）
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友だち
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問17　（１）次の動作をするのに介助が必要ですか。

基本的生活動作の介助の必要性について、身体障害者が「一人でできること」として『食事』が76.5％と最も高く、次いで『トイレをする』が74.6％となっています。

[image: image105.emf]78.1 
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障害者グループホーム

会社等の寮

その他

不明・無回答

身体（N=511）

また、「全面的に介助が必要」な動作として『緊急時の避難・連絡』が18.0％と最も高く、次いで『外出(買い物、通院等)』が16.0％となっています。
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不明・無回答

知的（N=314）
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家族と一緒に自宅で暮らしたい

一人暮らしや結婚のために家を借りたい

専門の職員がいて共同生活ができる施設を利用したい

生活の訓練をするための施設やサービスを利用したい

病院に入院したい

その他

不明・無回答

身体（N=511）


基本的生活動作の介助の必要性について、知的障害者が「一人でできること」として『家の中の移動』が68.2％と最も高く、次いで『食事をする』が63.7％となっています。

[image: image108.emf]48.1 
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不明・無回答

知的（N=314）

また、「全面的に介助が必要」な動作として『お金の管理』が54.8％と最も高く、次いで『緊急時の避難・連絡』が53.2％となっています。
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身体（N=511）
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不明・無回答

知的（N=314）
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自分の健康や体力に
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介助者の健康状態が不安

同居の家族との関係

隣人などとの関係

必要な福祉サービス等が
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施設等があるか不安
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その他

不明・無回答

身体（N=511）
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施設等があるか不安
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その他

不明・無回答

知的（N=314）


（２）主な介助者はどなたですか。

主な介助者については、身体障害者では「配偶者」が39.3％と最も高く、次いで「母親」が6.7％となっています。
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不明・無回答
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1.0 

7.3 

5.7 

44.9 

8.6 

1.6 

1.0 

7.0 

9.2 

6.1 

2.9 

6.4 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80%

家族及び親族

近所の人

友人及び知人

専門相談機関

施設の職員

医者

障害者団体

民生児童委員

障害者相談員

学校の先生

職場の人

誰もいない
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不明・無回答

知的（N=314）

知的障害者では「施設職員」が31.8％、次いで「母親」が30.9％となっています。
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不明・無回答

身体（N=511）
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不明・無回答
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（３）主な介助者の年齢は何歳ですか。＜平成24年８月１日現在＞
主な介助者の年齢については、身体障害者では「60～69歳」が16.4％と最も高く、次いで「50～59歳」が15.1％となっています。
知的障害者では「40～49歳」が12.4％と最も高く、次いで「30～39歳」が10.8％となっています。
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その他

不明・無回答

身体（N=511）
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その他

不明・無回答

知的（N=314）


福祉サービスについて
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不明・無回答

身体（N=511）
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その他

不明・無回答

知的（N=314）


問18　各種サービスについて、利用していますか、また今後利用したいですか。
サービスについて、身体障害者では、利用度・利用意向ともに『居宅介護』が最も高く、それぞれ10.2％、23.7％となっています。
知的障害者では、利用度で『施設入所支援』が26.8％と最も高く、利用意向では、『ケアホーム・グループホーム』が28.7％と最も高くなっています。
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特にない

その他

不明・無回答

身体（N=511）
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不明・無回答

身体（N=511）
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問19　問18にあげたサービス以外で、特にどのような支援が必要だと思いますか。(複数回答)

[image: image124.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

HIV感染症による病院の診療拒否

がよくある

1

市内での通院費の負担が多い 1

交通機関が少ない 1

問18のサービス以外で、特に必要な支援について、身体障害者・知的障害者ともに「ちょっとした不安や困りごとでも相談にのってくれる身近な相談サービス」が最も高く、それぞれ21.7％、24.8％となっています。次いで身体障害者では「外出の時に自動車で送迎してくれるサービス」が20.4％、知的障害者では「買い物など外出に付き添ってくれるサービス」が19.7％となっています。
[image: image125.emf]4.5 

11.5 

7.2 

4.0 

7.5 

1.6 

15.0 

2.1 

47.1 

3.7 

17.6 

0% 20% 40% 60%

通院するときに介助をしてくれる

人がいない

専門的な治療を行う医療機関が

身近にない

専門的なリハビリができる機関が

身近にない

ちょっとした病気やけがのときに

受け入れてくれる医療機関が身近にない

気軽に往診を頼める医師がいない

歯科治療を受けられない

医療費や交通費の負担が大きい

気軽に訓練にきてくれる

機能訓練士がいない

特に困っていない

その他

不明・無回答

身体（N=374）


[image: image126.emf]1.5 
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専門的な治療を行う医療機関が

身近にない

専門的なリハビリができる機関が

身近にない

ちょっとした病気やけがのときに

受け入れてくれる医療機関が身近にない
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気軽に訓練にきてくれる

機能訓練士がいない

特に困っていない

その他

不明・無回答

知的（N=134）
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知的（N=63）
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問20　サービスに関する情報をどこから入手していますか。(複数回答)

サービスに関する情報の入手先について、身体障害者では「広報田辺」が38.2％と最も高く、次いで「テレビ・ラジオ・新聞」が19.6％となっています。
[image: image130.emf]41.3 
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今の保育所や学校に満足している

障害のない児童・生徒との

ふれあいが少ない

周囲の児童・生徒、またはその保護者の

理解がない

送迎の体制が不十分

通所・通学に時間がかかる

進路指導が不十分（自立して

働けるような力をつけさせてほしい）

障害が理由で利用できない設備がある

ノーマライゼーションの考え方に沿った

保育や授業の内容となっていない

地域に学童保育があるが利用できない

学童保育がない

特にない

その他

不明・無回答

知的（N=63）

知的障害者では「学校・職場・施設」が41.7％と最も高く、次いで「専門相談機関」が20.7％となっています。
[image: image131.emf]18.0 
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（福祉的就労を含む）

パートタイムやアルバイト

（内職）の仕事をしている

現在は仕事をしていないが

探している

学校へ通っている

働きたくても働けない

就労を希望していない

その他

不明・無回答

身体（N=511）
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13.1 

11.1 
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7.0 

29.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

常勤で仕事をしている

（福祉的就労を含む）

パートタイムやアルバイト

（内職）の仕事をしている

現在は仕事をしていないが

探している

学校へ通っている

働きたくても働けない

就労を希望していない

その他

不明・無回答

知的（N=314）

[image: image132.emf]19.7 
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20～29年
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不明・無回答

身体（N=137）
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０～４年

５～９年
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30～39年

知的（N=86）


[image: image133.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

自宅でできる仕事かパート 1

自宅でできる内職 1

[image: image134.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

仕事が出来るなら何でも 1

働く事が出来れば何でも 1


問21　サービス利用について不満や困ったことはありますか。(複数回答)

サービス利用での不満や困ったことについて、身体障害者では「特にない」が26.6％と最も高く、次いで「今までサービスを利用したことがない」が23.1％となっています。
知的障害者では「どんなサービスがあるのかよく分からない」が28.3％と最も高く、次いで「特にない」が27.7％となっています。
[image: image135.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

まだ分からない 3

本人の能力に応じた所があれば 1
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病気のため
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希望職種がないため

通勤が困難なため

家事・育児のため

就学・技術習得のため

その他

不明・無回答

身体（N=88）

57.1 

14.3 

2.9 

37.1 

17.1 

14.3 

0.0 

0.0 

5.7 

0.0 

0% 20% 40% 60%

重度障害のため

病気のため

高齢のため

働く場がないから

希望職種がないため

通勤が困難なため

家事・育児のため

就学・技術習得のため

その他

不明・無回答

知的（N=35）


[image: image137.emf]11.2 
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自転車
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車いす・電動車いす

その他

不明・無回答

身体（N=511）
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自転車

徒歩

車いす・電動車いす

その他

不明・無回答

知的（N=314）
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歩道に問題が多い

建物内の設備が

利用しにくい

休憩できる場所が少な

い

介助者がいないと

外出できない

特にない

その他

不明・無回答

身体（N=511）

19.4 

9.9 

9.2 

8.9 

10.8 

33.4 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

公共交通機関の利用が

不便

障害者用駐車場がな

い、または少ない

歩道に問題が多い

建物内の設備が

利用しにくい

休憩できる場所が少な

い

介助者がいないと

外出できない

特にない

その他

不明・無回答

知的（N=314）


[image: image139.emf]22.2 
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避難場所まで行けない

（坂や階段がある、

避難場所が遠いなど）

緊急時の介助者がいない

介助している人が

高齢・病弱等で緊急時の

介助ができない

近隣の人間関係が

疎遠でお願いできない

災害時の緊急の連絡方法・

連絡先がわからない

災害時の情報入手・

連絡の手段がない

その他

不明・無回答

知的（N=162）

[image: image140.emf]54.6 
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避難場所まで行けない

（坂や階段がある、

避難場所が遠いなど）

緊急時の介助者がいない

介助している人が

高齢・病弱等で緊急時の

介助ができない

近隣の人間関係が

疎遠でお願いできない

災害時の緊急の連絡方法・

連絡先がわからない

災害時の情報入手・

連絡の手段がない

その他

不明・無回答

身体（N=152）


問22　あなたの世帯の主な収入源は何ですか。(複数回答)

世帯の主な収入源については、身体障害者・知的障害者ともに「年金」が最も高く、それぞれ67.5％、57.6％となっています。次いで「給料・賃金」がそれぞれ24.7％、32.8％となっています。
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35.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害のある人に対応した

避難所の設置がない

配慮のある情報提供、

案内表示がない

障害のある人が必要とする

備蓄品の確保がない

配慮のある設備（エレベー

ター、トイレなど）がない

避難所で投薬や治療を

受けることが難しい

他の利用者に迷惑を

かけてしまう

その他

不明・無回答

身体（N=511）


[image: image142.emf]36.0 
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配慮のある情報提供、

案内表示がない

障害のある人が必要とする

備蓄品の確保がない

配慮のある設備（エレベー

ター、トイレなど）がない

避難所で投薬や治療を

受けることが難しい

他の利用者に迷惑を

かけてしまう

その他

不明・無回答

知的（N=314）
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店などでの応対・態度

市役所職員の応対・態度

交通機関の利用

その他

不明・無回答

身体（N=141）
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交通機関の利用
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不明・無回答

知的（N=133）
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何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実

サービス利用の手続きの簡素化

行政からの福祉に関する情報提供の充実

保健や福祉の専門的な人材の育成と資質の向上

参加しやすいスポーツ・サークル・文化活動の充実

いろいろなボランティア活動の育成

在宅での生活や介助がしやすいよう、保健・医療・福祉

のサービスの充実

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施設の整備

地域でともに学べる保育・教育内容の充実

職業訓練の充実や働く場所の確保

障害の有無にかかわらず、住民同士がふれあう機会や

場の充実

利用しやすい道路・建物などの整備・改善

障害に配慮した公営住宅や、グループホームの

整備など、生活の場の充実

災害のときの避難誘導体制（緊急通報システムなど）の

整備

差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充実

本人や家族の積極性

その他

不明・無回答

身体（N=511）


問23　次の事業や制度を知っていますか。また活用したいと思いますか。

「福祉サービス利用援助事業」「成年後見制度」について、身体障害者では「福祉サービス利用援助事業」の認知度が13.7％、「成年後見制度」が25.0％、利用意向については、「福祉サービス利用援助事業」が9.0％、「成年後見制度」が5.3％となっています。

知的障害者では「福祉サービス利用援助事業」の認知度が12.1％、「成年後見制度」が24.8％、利用意向については、「福祉サービス利用援助事業」が15.6％、「成年後見制度」が14.3％となっています。
[image: image146.emf]男性
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0.4%

精神（N=236）
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精神（N=236）
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不明・無回答
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不明・無回答

精神（N=63）／身体障害等級


医療・保健について
[image: image150.emf]3.2 
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精神（N=63）／身体障害内容
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肝臓機能障害

その他

不明・無回答


問24　健康状態はいかがですか。
健康状態について、身体障害者では「まあ健康である」が45.4％と最も高くなっています。
知的障害者では「健康である」が42.4％と最も高くなっています。
[image: image151.emf]内　　　　容 件数

てんかん 5

統合失調症 3

精神障害 2

コルサコフ症候群 1

両下肢機能全廃 1

統合失調感情障害 1

反復鬱病性障害 1

知的障害 1

精神科 1

摂食障害 1

[image: image152.emf]1.6 

0.0 

1.6 

4.8 

11.1 

17.5 

12.7 

11.1 

39.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

０～４歳

５～９歳
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精神（N=63）／身体障害者手帳

取得年齢

 
問25　最近の健康状態で、感じていることは何ですか。(複数回答)

最近の健康状態で感じていることについては、身体障害者では「体力の衰えを感じる」が64.6％と最も高く、次いで「何をしても疲れやすくなった」が41.1％となっています。
[image: image153.emf]0.0 

9.5 

14.3 

19.0 

57.1 

0% 20% 40% 60%

Ａ１

Ａ２

Ｂ１

Ｂ２

不明・無回答

精神（N=21）／療育手帳判定

知的障害者では「体力の衰えを感じる」が24.5％と最も高く、次いで「肥満が気になる」が24.2％となっています。
[image: image154.emf]0.0 

0.0 

4.8 

4.8 

14.3 

19.0 

28.6 

14.3 

14.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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５～９歳

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

不明・無回答

精神（N=21）／療育手帳取得年齢

[image: image155.emf]0.0 
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不明・無回答

精神（N=236））／精神障害者保健

福祉手帳取得年齢


[image: image156.emf]45.0 

15.0 

10.0 
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要介護１
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要介護３
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要介護５

非該当

不明・無回答

精神（N=20）／要介護度

[image: image157.emf]7.7 

41.5 

40.6 

10.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１級

２級

３級

不明・無回答

精神（N=236）／精神障害者保健

福祉手帳等級


問26　あなたは通院していますか。また、通院している方は、どれくらいの頻
度で通院していますか。

通院については、身体障害者では「月1回程度通院している」が43.1％と最も高く、次いで「通院していない」が19.0％となっています。

知的障害者では「通院していない」が32.8％と最も高く、次いで「月1回程度通院している」が26.8％と高くなっています。
[image: image158.emf]受けて

いる

5.9%

受けてい

ない

67.8%

不明・

無回答

26.3%

精神（N=236）


問27　問26で１～４と回答した「通院している」方におうかがいします。
通院などでお困りのことはありますか。（複数回答）
[image: image159.emf]内　　　　容 件数

統合失調症 6

てんかん 3

パニック障害 1

内分泌性腫瘍性多発症 1

通院などで困っていることについて、身体障害者・知的障害者ともに「特に困っていない」が最も高く、それぞれ47.1％、59.7％となっています。次いで「医療費や交通費の負担が大きい」がそれぞれ15.0％、9.7％となっています。

[image: image160.emf]4.7 
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統合失調症、妄想性障害、

非定型精神症

気分(感情)障害

（躁うつ病・うつ病を含む）

神経症、ストレス関連障害、身

体表現性障害及び

解離性障害

てんかん

自閉症スペクトラム（自閉症、

高機能自閉症、アスペルガー

症候群、広汎性発達障害）

注意欠陥／

多動性障害【ＡＤ／ＨＤ】

学習障害【ＬＤ】

該当するものはない

わからない

その他

不明・無回答

精神（N=236）


[image: image161.emf]内　　　　容 件数

拒食症 1

高次脳機能障害 1


[image: image162.emf]10.5 

17.5 

14.0 

5.3 

0.0 

0.0 

1.8 

50.9 

0% 20% 40% 60%

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

非該当

不明・無回答

精神（N=57）／障害程度区分


[image: image163.emf]内　　　　容 件数

ワンルームマンション 1

公務員宿舎 1

親の持ち家 1


[image: image164.emf]17.0 

29.9 

49.5 

7.7 

5.7 

12.4 

7.7 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配偶者

父親

母親

息子

娘

兄弟

姉妹

息子の配偶者

精神（N=194）

0.5 

1.5 

4.1 

1.5 

0.0 

12.4 

11.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

娘の配偶者

祖父

祖母

孫

友だち

その他

不明・無回答

精神（N=194）


保育・教育について
[image: image165.emf]内　　　　容 件数

叔母 2

婚約者 1

叔父 1

配偶者の兄弟 1

甥 1


問28　あなたは保育所や学校に通所・通学していますか。

保育所や学校に通所・通学している人については、身体障害者では2.3％、知的障害者では20.1％となっています。

[image: image166.emf]58.8  23.2  7.7 

5.2

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神（N=194）

持ち家 借家・アパート 公営住宅（県営・市営） その他 不明・無回答

[image: image167.emf]44.5 
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4.1 

0.9 

7.8 

24.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族と一緒に自宅で暮らしたい

一人暮らしや結婚のために家を借りたい

専門の職員がいて共同生活ができる施設を利用したい

生活の訓練をするための施設やサービスを利用したい

病院に入院したい

その他

不明・無回答

精神（N=218）


問29　問28で「１．はい」と回答した「通所・通学している」方におうかがいします。あなたの通所・通学先は次のどれにあたりますか。

[image: image168.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

現状のままでよい 4

まだ考えていない 1

市営住宅等の今より安い家賃の所に住みたい 1

家族とは気が合わないため、ひとり暮らしがしたい 1

高齢になれば施設を利用したい 1

少しの間、入院したい 1

ひとり暮らしをしたいとは思うが、何もできない 1

通所・通学先について、身体障害者では「小・中学校・高等学校」が６件と最も多く、知的障害者では「盲学校・ろう学校・養護学校」が44.4％と最も高くなっています。

[image: image169.emf]56.0 
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その他

不明・無回答

精神（N=218）


[image: image170.emf]19.7 

6.9 

6.9 

23.9 

13.8 

12.4 

16.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

常勤で仕事をしている

パートタイムやアルバイト
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現在は仕事をしていない

が探している

働きたくても働けない

就労を希望していない

その他

不明・無回答

精神（N=218）

[image: image171.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

作業場 2

主婦 2

施設 1

たまに通所施設へ行く 1

農業 1

余暇 1

年金暮らし 1

足が痛く、疼いたりし悪いため何もできない 1

就労に向けて活動中 1

就業、学習能力が低いため不可能 1

高齢 1

B型支援 1

外出できない 1

内職 1

学生 1

精神的に落ち込んでおり体調不良 1

 

問30　問28で「１．はい」と回答した「通所・通学している」方におうかがいしま
す。通所・通学していて、感じていることは何ですか。(複数回答)

通所・通学していて感じることについては、身体障害者・知的障害者ともに「今の保育所や学校に満足している」が最も高く、身体障害者では５件、知的障害者では41.3％となっています。次いで「特にない」が身体障害者では４件、知的障害者では23.8％となっています。
[image: image172.emf]67.2 
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不明・無回答

精神（N=58）


[image: image173.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

高齢のため 3

ハローワークが紹介してくれない 1

学生 1

年齢的にも働く必要は無いと思う 1

両親に仕事を止められている 1

絶望している 1

年金暮らし 1

何もわからない 1

足が痛く、疼く 1

自分の事ができない 1

主治医から禁止されている 1

主婦 1

仕事をして、病気が酷くならないか心配 1

身体障がいがあるため 1

探してもらってる 1

仕事ができない 1

就業、学習能力が低いため不可能 1

就労を希望して作業所へ行っているが、なぜか就労できない 1

働いたことが無く、人に会うことも辛い 1


[image: image174.emf]46.8 
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就職活動をしても雇ってもらえない

自分にあった就労条件がない

その他

不明・無回答

精神（N=124）


[image: image175.emf]17.0 
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就業に就くための技術を身につけたい

家業（自営業や農業など）を手伝いたい

作業所に通いたい

家事をしたい

学校に通いたい

病院に通いたい

デイケアに通いたい

同じ障害のある人たち同士の活動・集まりに通いたい

その他

不明・無回答

精神（N=218）


仕事について
[image: image176.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

現状のままでよい 2

自分のできる範囲でボランティアをやりたい 1

そこまで考えられない 1

わからない 1

闘病時にできなくなった畑を少しずつ復活させたい 1

週1～2回、デイケアに通いたい 1

他の事業所で正社員になれたら嬉しい 1

家でゆっくりしたい 1

パートで働きたい 1

ひとりで仕事がしたい 1

何もしたくない 1

職業訓練を受けたい 1

自営業 1

外に出ること、人に会うことができない 1

リハビリテーションの回数を増やしたい 1


問31　就労の状況や形態は次のどれですか。

就労の状況や形態について、身体障害者では「常勤で仕事をしている」が18.0％と最も高く、次いで「働きたくても働けない」が17.2％となっています。
[image: image177.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

無い 1

同じ病気の人と付き合っている 1

回覧板を持っていく 1

話し掛けられたら話す程度 1

知的障害者では「常勤で仕事をしている」が20.4％と最も高く、次いで「学校へ通っている」が13.1％となっています。
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[image: image179.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

全介助を受けることができる環境が必要 1

服薬を手伝ってくれる人がいること 1
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問32　問31で１～２と回答した「仕事をしている」方におうかがいします。

（１）就労先は次のどれですか。
就労先について、身体障害者では「民間企業」が40.1％と最も高くなっています。
知的障害者では「福祉的就労」が62.8％と最も高くなっています。
[image: image182.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

本人との意思疎通が困難なためわからない 1

[image: image183.emf]48.7 
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精神（N=236）


[image: image184.emf]11.0 
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その他

不明・無回答

精神（N=236）

[image: image185.emf]内　　　　容 件数

看護師 3

彼氏 1

叔父 1

叔母 1

入院中 1


[image: image186.emf]0.0 
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41.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

不明・無回答

精神（N=236）

[image: image187.emf]10.2 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

居宅介護・短期入所等を頼む

家族・親戚に頼む

知人・友人・近所の人に頼む

ボランティアに頼む

施設や病院を利用する

その他

不明・無回答

精神（N=236）


（２）現在の仕事の就労期間はどのくらいですか。＜平成24年8月１日現在＞

[image: image188.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

施設であった自殺者情報の公開 1

障がいを理解できる世の中を作っていくこと 1

個々の特質を生かす 1

自立生活の練習をするための人の、低料金で時間を多く取れるようにする 1

通院時の介護タクシー 1

現在の仕事の就労期間について、身体障害者では「10～19年」が24.1％と最も高くなっています。知的障害者では「０～４年」が37.2％と最も高くなっています。
（３）あなたは現在の仕事や職場に満足していますか。
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家族及び親族

近所の人

友人及び知人

専門相談機関

施設の職員

医者

障害者団体

民生児童委員

障害者相談員

学校の先生

職場の人

誰もいない

その他

不明・無回答

精神（N=236）

仕事や職場に満足しているかについて、「満足している」「どちらかと言えば満足している」の合計を＜満足＞とすると、身体障害者では『仕事の内容』『雇用の形態』『職場の人間関係の面』が高くなっています。一方で「どちらかといえば不満である」「不満である」の合計を＜不満＞とすると、『就労による収入』が最も高くなっています。
[image: image190.emf]25.8 
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週５～６日くらい
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週１～２日くらい

ごくたまに（月に２～３回

など不定期）

ほとんど外出しない

その他

不明・無回答

精神（N=236）

知的障害者では＜満足＞について、「仕事の内容」「雇用の形態」が高くなっています。＜不満＞については「就労による収入」が最も高くなっています。
問33　問31で３～４と回答した「仕事を探している」または「学校へ通っている」方におうかがいします。あなたはどのような仕事に就きたいですか。

希望する就労の形態について、身体障害者・知的障害者ともに「常勤で仕事をしたい」が最も高く、それぞれ51.7％、50.0％となっています。

希望する就労先については、身体障害者では「民間企業」が65.5％と最も高く、知的障害者では「福祉的就労（作業所）」が57.1％と最も高くなっています。
〔希望する就労の形態〕
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健康や体力に自信がない

外出の際、援助を頼める人が身近にいない

外出先で困ったとき、援助してくれる人がいない

外出の際、周囲の人の目が気になる

道がわかりにくい、もしくは、場所や地名などの案内

表示がなかったりするなどでわかりにくい

バスや鉄道が利用しにくい

その他

不明・無回答

精神（N=236）


[image: image192.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

イライラしている時の運転が危ない 1

事故や災害時に頼れる人がいない 1

期待していないから困ることも無い 1

症状が安定していない 1

気持ちが動かない 1

体調がかなりよくなってきているため、あまり心配は無い 1

せっかく慣れてきた病院へのバス利用が、田辺駅の改修工事が始まって、

どうなるのか不安

1

交通手段の手続きや買物がしにくい 1
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障害者団体

家族・親族

専門相談機関

ヘルパー

ボランティア

その他

不明・無回答

精神（N=236）
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13.1 

11.5 
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8.2 

14.8 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難場所まで行けない

（坂や階段がある、避難場所が遠いなど）

緊急時の介助者がいない

介助している人が高齢・病弱等で

緊急時の介助ができない

近隣の人間関係が疎遠でお願いできない

災害時の緊急の連絡方法・連絡先がわからない

災害時の情報入手・連絡の手段がない

その他

不明・無回答

精神（N=61）

[image: image195.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

どこへ避難してよいかわからない 2

犬2匹がいるから 1

病気のため、何をしたらいいかわからない 1


〔希望する就労先〕
[image: image196.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

鬱病エピソード期だと死を選びそう 1

避難場所を知らない 1

どうやって薬を手に入れるのか 1

薬を忘れたら倒れてしまう 1

大勢の人との生活は落ち着かないため難しい 1

避難生活をしたことがないことが不安 1
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0% 20% 40% 60%

何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実

サービス利用の手続きの簡素化

行政からの福祉に関する情報提供の充実

保健や福祉の専門的な人材の育成と資質の向上

参加しやすいスポーツ・サークル・文化活動の充実

いろいろなボランティア活動の育成

在宅での生活や介助がしやすいよう、保健・医療・福祉

のサービスの充実

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施設の整備

地域でともに学べる保育・教育内容の充実

職業訓練の充実や働く場所の確保

障害の有無にかかわらず、住民同士がふれあう機会や

場の充実

利用しやすい道路・建物などの整備・改善

障害に配慮した公営住宅や、グループホームの

整備など、生活の場の充実

災害のときの避難誘導体制の整備

差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充実

本人や家族の積極性

その他

不明・無回答

精神（N=236）

[image: image198.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

タブー視しない 1

障がい者用入所施設を増設する 1

ひらけた学校 1

支援員 1

障がいに対応した経済的にも自立ができるしくみ 1


[image: image199.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

身体障がい者手帳を持っているが、介護保険が優先であることは知っているが、いまいちど

ういう支援が受けられるのかわからない

1

介助者も見えないところでストレスを抱えていることに目を向けてほしい 1

あまり詳しくはわからないが、今後少しずつでもよい方向に変わっていけばよいと思う 1

今は福祉サービスを受けていないためよくわからない 1

年に1度の敬老会は毎年楽しみに出席している 1

不正な年金をもらっている人がいる 1

患者が望む場所で看取るための体制づくりや支援をしてほしい 1

障害年金を給付されているが、その金額も知らず、水道代や電話代も何もかも無料だと思っ

ているような人から心無い言葉(　｢仕事しなくてもお金をいっぱいもらえていいな～障がい者

になりたいわ｣とか｢あんたらはええ暮らししてるから｣)を言われる

1

障がい者本人は、行政、他人、家族にできる限り頼らず、自身の努力も必要である 1

内　　　　　　　　　　容 件数

このようなアンケートを送付する場合、封書には障がい者等の表記はしないでほしい 1

問44の設問と答えがわかりにくい 1

市民総合センター内で色々なことを聞かれて障がい者手帳の申請をしているのに、改めてこ

のようなアンケートをする必要があるのか疑問である

1

このアンケートの設問は他人事のように思う 1

このアンケートの自由意見は市長及び市職員幹部に一読していただくことを約束してほしい 1

その他全般に関すること

アンケート調査に関すること


なし
問34　問31で５と回答した「働きたくても働けない」方におうかがいします。
働けない理由は何ですか。（複数回答）
「働きたくても働けない」理由について、身体障害者では「病気のため」が46.6％と最も高く、次いで「重度障害のため」が45.5％となっています。
[image: image200.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

将来の自立のため、外泊経験をさせたいのですが、児童のショートステイは１ヶ所しかなく、

本人が嫌がったため利用出来ませんでした.選択肢を増やして頂きたいです。親の急病など

不安です。

移動支援を利用していますが、その場所への送迎はこちらでしています。自宅から出掛ける

時点からの「移動支援」が欲しいです。グループホームも増やして欲しい。よろしくお願い致し

ます

1

本人（障害者）１人では外出や買い物に行く事が出来ないため、介助者が急に外出や外泊

が必要になった時、ショートステイなどの施設などが空いていないため非常に困る。こんな

時、配給サービス（朝・昼・夕）があれば大変嬉しいです。本人は食事などは作れないが、自

宅で食事はする事が出来る。このような状態の人が多くいるんじゃないでしょうか

1

現在は学生で学校生活など充実していて介助者も今の所健康ですので福祉サービスなど

利用はしていませんが、今後利用していくと思います。いつどんな時どのようなサービスをど

こで受けられるかなど分かりやすく提供して頂けたらと思います。それと近くにケアホーム・

グループホーム・入所施設などがないので利用しづらい。作って欲しい

1

龍神にもグループホームを作って欲しい 1

内　　　　　　　　　　容 件数

今後の田辺市の施策の１つとして、障害者・高齢者への医療機関の充実を希望します。予

約を取っていても待ち時間が長い、待合が狭いため車いすが通れない、患者が多いため椅

子に座れないのが現状です。また各分野での専門医の配置により、周辺地域の人々にも喜

んで利用して頂けると考えます

1

医療・保健に関すること

障害者福祉施設等に関すること

知的障害者では「重度障害のため」が57.1％と最も高く、次いで「働く場がないから」が37.1％となっています。
[image: image201.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

他の市町村の方は、小さい頃から座位保持やバギーを作って補助を受けているのに、「まだ

早い」と言われ、作る事が出来なくて残念だった。１人１人障害の程度は違うので作る時期

も色々だと分かっているが、ある程度統一しておいて欲しいと思った。出掛けた時、赤ちゃん

のオムツ替えの場所しかないので、オムツを替えてあげる事が出来ない

1

軽度の知的障害者が集まって活動出来るスポーツや趣味の場が欲しい。重度の方はよく見

かけるのですが。スポーツのルールが分かり、趣味も子供じみたのではなく、太鼓やパソコ

ンなどレベルが少し高い内容のサークルがあれば良いと思う

1

内　　　　　　　　　　容 件数

将来的にグループホーム入所希望ですが、年金だけではギリギリの生活になるように思い

ます。現在は働いており少し収入がありますが、働けなくなった時にかなり不安なのでグ

ループホームやヘルパー代金が少しでも安くなる事を望みます。また、精神科での病気があ

ると保険に入りたくても入れず将来がとても不安です。父が亡くなれば私達兄弟で見ていく

事になりますが、その時に不安が少しでも少ない社会になって欲しいです。現在精神科は診

察料金無料ですが、その他の科へ行く事も多く、かなり負担になります

1

私は介助者です。子供が産まれて３０年が過ぎました。泣いたり笑ったり、ごく普通の日々を

過ごせる時もありましたが、とても大変と思う事もあります。それでも今までは自分も若く

少々は頑張って来たと思いますが、自分が年老いていくと介助してあげたくても力の及ばな

い日がやがて来ると思います。今は、家族として思い出を１つでも増やしてあげたいと思いま

すが、自分の生活が守れず仕事も中途半端な結果となりつつあります。生活に困る事が

あっても今は出来るだけの親として勤めを果たせたらと思います。行政に頼りっきりではな

く、出来る事は一生懸命にやっていきたいと思います。今後ともよろしくお願い申し上げます

1

まだ介助者（親）が若いから面倒を見れるが、将来、高齢・病気などで面倒見れなくなるの

で、その時までに安心して生涯暮せる施設などに入れたいが、今現在、数も不足しているよ

うですし障害者の高齢化も進み空きもなく入れない状況との事で施設をもっと増やして欲し

いのと、就労の場もなく自宅待機している人もいるとの事なので、働ける場も増やして欲しい

です。以前に比べ年々福祉も充実してきて過ごしやすくなっているのには本当に感謝しま

す。休日などはデイサービスを利用し楽しく過ごしています。ありがとうございます

1

今は息子は元気で作業所に行っていますが、私がもう８１歳になるので、何もようしてやる

事が出来なくなったらと思うと心配です。どこか一生見てくれる施設に行けたら良いのにと

思っています

1

障害者のいる母子家庭・父子家庭には、親（祖父祖母）と同居していても母子手当・父子手

当をつけて欲しい。１人で育てるのは厳しいから一緒に住んでいる。同居して居る人の収入

だけで判断するのは止めて欲しい！

1

本人も介助する者も年を取ってくるので、先が不安であるので、いつかは福祉の方へお世

話になるかも知れないので、安心してお願い出来るよう、これからも色々な面で頑張って頂

きたいと思います

1

現状や将来の生活の不安に関すること

生活環境や設備等に関すること

[image: image202.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

何となく色々あります 1

子供が小さかった時分に比べると随分行政の支援が良くなって来たと思います。しかし、人

の意識の変化はなかなか変わりませんね。そちらの方の啓発の重要性を強く感じます。特

に職場での責任者によって随分立場が変わります。一番難しい問題ですが一番必要な事だ

と思います

1

皆様は良く、親切で頑張っていると思います 1

内　　　　　　　　　　容 件数

母が（介助者）読み聞かせて説明し記入しましたが、１６才の知的障害者には問題が難し過

ぎます。各年齢に合った質問内容のアンケートにされた方が（調査結果として）良いのでは

ないでしょうか？本人も大半の疑問に対して「分からん」「難し過ぎる」「意味が分からん」を

連発してました

1

膨大な量のアンケート調査。本当に活かして頂ければ嬉しいです。と言うよりも活かして頂

かなければ意味がないです。第三者的な方（静観しているのみの方）が調査をして下さって

も重度障害者に納得のいく答えを出して頂けるのでしょうか。このアンケートが徒労に終る

事なく明るい光が少しでも射してくれますよう節に願うものです

1

もっと分かるように 1

小学生でのアンケートは大変書きにくく分かりにくい所だらけでした。もう少し質問内容を考

えて欲しい

1

問４６に尽きると思います。お願いします 1

アンケートについて、知的障害者用・身体障害者用・精神障害者用に分けて作ってみてはど

うですか

1

問４４の答え方が分かりません 1

その他全般に関すること

アンケート調査に関すること


[image: image203.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

デイサービスの時間が短くなったが、以前のように戻してほしい 1

自宅でリハビリが受けられるようなサービスがあるとよい 1

すぐに利用できるサービスを増やしてほしい 1

内　　　　　　　　　　容 件数

精神障がい者が入れる入所施設を増やしてほしい 2

身体障がい者の施設は沢山あるのに、精神障がい者の施設が少なく、事件をよく起こして

いる人の多くは精神障がい者であると思うため、もっと国が力を入れてほしい

1

内　　　　　　　　　　容 件数

病院の1割負担が大きい 1

入院や通院の施策が整っている 1

もっと仕事する場所を増やしてほしい 1

できるだけ多くの人が医療費免除を受けられるようにしてほしい 1

精神障がいでの通院は、長い期間になるとマンネリ化する 1

内　　　　　　　　　　容 件数

学校は先生の負担が多すぎて、細かな指導をしてもらえない 1

特別支援の先生が少ないため増やしてほしい 1

たまに先生が言っていることがわからないことがあるため、もうひとり先生がいるとよい 1

内　　　　　　　　　　容 件数

アルバイトに応募しても、障がい者だと話すと断わられ、ハローワークでは一般募集に応募

することもできなくなった

1

雇用に関する支援の充実を望んでいる 1

障がい者が正規雇用される企業が増えるとうれしい 1

親亡き後、障がい者が自立し生活できるように、施設や病院、働く場等を作っていくことが必

要である

1

自分としては、障がいがあっても健常者と一緒に働き生活をしたいので、皆と努力していき

たい

1

内　　　　　　　　　　容 件数

防災の避難路のバリアフリー化が進んでいない気がする 1

障がい者自立のために障害年金と就労継続支援のお金で暮らしていける低家賃の住まい

があると安心できる

1

通院や買物時に利用できる介護タクシーがあるとよい 1

健常者が障がい者用駐車場に駐車するのをやめてほしい 1

災害が起きて避難が必要となった場合、人が多いとパニックになり子供の泣き声がしんどく

辛いため、別の場所があるとよい

1

障がい者用駐車場に駐車できずに困っている人を見たことがある 1

車椅子でも自由に学校内を移動できるようにエレベーターがあるとよい 1

市役所等のバリアフリーのスロープは長すぎるため、もっと早く行けるようにしてほしい 1

通院の際、バスが停車しないためタクシーを利用するが、往復で4500円程度かかり、経済

的に大変である

1

障害者福祉施設等に関すること

障害者施設等に関すること

医療・保健に関すること

就労に関すること

教育に関すること

生活環境や設備等に関すること

[image: image204.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

介助者の自分達が年老いていき、本人に、自身での通院、年金の管理、施設への支払い、

親の最期を看取ること等を託さなければならなくなるのではないかと心配している

1

これから田辺市で暮らしていけるかどうかわからない 1

生活保護での生活をしているため、通院の介護タクシーを無料にしてほしい 1

皆が平等に障害年金を受けられ、生活できる場所があるとよい 1

年金が少なすぎる 1

施設、病院には行きたくなく、かといってひとり暮らしもできないため、今後、親亡き後が不安

である

1

内　　　　　　　　　　容 件数

障がい者向けの広報の充実を望んでいる 1

生活保護の認定は、ちゃんとその人を見て相手の気持ちを思い、本当に困っている人に支

給してほしい

1

どのようなサービスがあるかをわかりやすく示してほしい 1

手続きの簡素化をすれば、もっと利用しやすくなると思う 1

田辺市障害児・者相談支援センター ゆめふる　は相談しやすくて助かっている 1

知らない情報が多いと感じるため、もっと色々な情報を提供してほしい 1

福祉施設で自殺者が出た時は情報を公開し、利用者がそれを知り、選ぶ自由が尊重される

べきである

1

施策の周知がなされていない 1

障がい者がのびのびと生活できるような町づくりや人づくりが大切だと思う 1

税金の免除等の公的制度を充実させてほしい 1

無料相談の窓口を充実させてほしい 1

これ以上、年金を減らさないでほしい 1

年に1回程度、本庁障害福祉室の方が家庭訪問し、親や本人の悩みを聞いてくれる機会が

あるとよい

1

悪くも無いのに年金受給をし、好き放題生活している人がいるが、本当に困っている人に

もっと生活しやすい環境を作ってほしい

1

介助者の夫が、私の介助のために普通に働けず収入が少ないため、そういった家族が普通

の生活が送れる程度の経済的援助とサービスの充実に力を入れてほしい

1

親が世話をできなくなった時に、手続き等を簡素化してほしい 1

内　　　　　　　　　　容 件数

自立支援医療制度にお世話になっているが、障がい者施策全般については把握していない 1

内　　　　　　　　　　容 件数

障がい者を身内に抱えてみないとわからない思いがあると思う 1

一般に対する障がい者に関する周知の充実を望んでいる 1

もっと真剣に取り組んでほしい 1

概ねよい環境だと思う 1

わからない 1

買物や用事がある時に、近所の人に、行きだけでも車に乗せてもらいたい 1

差別をなくすために、大人がしっかりしなくてはいけないと思う 1

脳障がいは皆にわかってもらえないため、理解してもらえるようになるとよい 1

障がい者の皆が一致協力し、障がい者も健常者と協力し、一社会人として差別無く、引け目

を感じることの無いよう同じ人間として生きていきたい

1

良くしてもらっているので感謝している 1

障害者自立支援法に関すること

その他全般に関すること

現状や将来の生活の不安に関すること

各種手続き・相談・情報提供や行政に関すること


問35　あなたが希望する仕事に就くうえで、次のような課題の解決が必要ですか。過去の経験も含めてお答えください。また、現在就労していない方は将来の予測でお答えください。

[image: image205.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

このアンケートは設問内容が難しすぎる 2

策定のためのアンケート調査及び障がい者計画を進めているとのことで、大変嬉しく思って

いる

1

アンケート調査に関すること

希望する仕事に就くうえで、次のような課題の解決の必要性について、「とても必要」「どちらかと言えば必要」の合計を＜必要＞とすると、身体障害者・知的障害者ともに「事業主の理解」「障害のある人の就労を支援する相談窓口」が高くなっています。
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生活全般について
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何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実

サービス利用の手続きの簡素化

行政からの福祉に関する情報提供の充実

保健や福祉の専門的な人材の育成と資質の向上

参加しやすいスポーツ・サークル・文化活動の充実

いろいろなボランティア活動の育成

在宅での生活や介助がしやすいよう、保健・医療・福祉

のサービスの充実

リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施設の整備

地域でともに学べる保育・教育内容の充実

職業訓練の充実や働く場所の確保

障害の有無にかかわらず、住民同士がふれあう機会や

場の充実

利用しやすい道路・建物などの整備・改善

障害に配慮した公営住宅や、グループホームの

整備など、生活の場の充実

災害のときの避難誘導体制（緊急通報システムなど）の

整備

差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充実

本人や家族の積極性

その他

不明・無回答

知的（N=314）


問36　通勤や通学、施設や病院への通院など、外出するうえの交通手段は何ですか。
(複数回答)

[image: image208.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

等級ごとに受けられるサービスが決められており、必要なサービスが受けられないことがあ

るが、実状にそった制度にしてほしい

3

係の方が親切に対応してくださり感謝している 1

福祉サービスの充実をお願いしたい 1

障がい者に対して負担が大きい 1

障がい者手帳で受けられるサービスの中に、新聞を取っていなくてもスーパー等のチラシが

手に入るサービスを入れてほしい

1

散髪と洗髪の自宅訪問サービスがあるとよい 1

目先、口だけのサービスが多いと思う 1

高齢のため、利用や活用できるサービスはほぼ無いように思う 1

働き盛りの50代～60代で目に見えない障がいがあり暮らしにくい人を含めた老若男女を問

わない福祉サービスが必要である

1

内　　　　　　　　　　容 件数

信頼のおける施設を充実させてほしい 1

通所リハビリテーションを希望したが、送迎困難なため門前払いをされ、今後、施設側の選り

好みでの受け入れ態勢が心配である

1

内　　　　　　　　　　容 件数

信頼のおける専門医を充実させてほしい 1

障がい治療の無料化 1

近くに透析ができる病院があると楽である 1

癌治療で医療費が高額になり、いつまで治療が受けられるのか不安なため、癌で障がいの

ある人に、もっと安心して治療が受けられるような福祉になるとよい

1

特定疾患で医療費負担が少ないのはありがたいが、国民健康保険料等が高い 1

大人でも医療費を負担してほしい 1

急性期から在宅医療に移行するまでの病床と急変時の受け入れ病院を充実させてほしい 1

在宅医療を充実させてほしい 1

医療費が沢山かかり困る 1

内　　　　　　　　　　容 件数

普通学級が可能かどうかの面接は、やすらぎ対策課と教育委員会が連携をし、何度も同じ

説明をしなくてもよいようにすれば、手続きがスムーズにできると思う

1

障がい者に対する差別をなくすための教育が不十分 1

親の知識向上のための勉強が必要だと思う 1

外出可能な障がい者を対象に、健康講座等を開催してほしい 1

健常者と一緒の体操教室等は参加しづらい 1

内　　　　　　　　　　容 件数

積極的な障がい者雇用を生み出していない 1

年金だけでの生活は苦しいため、年齢に関係なく、それぞれの障がいに見合った職場を紹

介してくれる所を増やし、その紹介を新聞等でも情報発信してほしい

1

障害者福祉施設等に関すること

障害者施設等に関すること

医療・保健に関すること

教育に関すること

就労に関すること

通勤・通学、施設や病院への通院など外出時の交通手段については、身体障害者では「自家用車(本人運転)」が38.6％と最も高く、次いで「自家用車（家族運転）」が32.7％となっています。
知的障害者では「自家用車(家族運転)」が37.3％と最も高く、次いで「バス」が21.0％となっています。
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[image: image210.emf]内　　　　　　　　　　容 件数
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家の中の移動

外出

（買い物、通院等）

意思の伝達

お金の管理

緊急時の避難・連絡

身体（N=511）

一人でできる 時間をかければ一人でできる

部分的に介助が必要 全面的に介助が必要

不明・無回答
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児童発達支援・放課後デイサービス

日中一時支援・デイサービス

日中一時支援・日中ショートサービス

身体（N=511）／利用度

はい いいえ 不明・無回答


問37　外出のとき、不便に感じたり困ることは何ですか。(複数回答)

外出時、不便に感じることについては、身体障害者では「特にない」が24.9％と最も高く、次いで「公共交通機関の利用が不便」が19.4％となっています。

知的障害者では「介助者がいないと外出できない」が33.4％と最も高く、次いで「特にない」が22.0％となっています。
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知的（N=314）／利用度

はい いいえ 不明・無回答
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はい いいえ 不明・無回答
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知的（N=314）／利用意向

はい いいえ 不明・無回答
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不明・無回答


[image: image217.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

自分では判断出来ない 1

短期入所の定員がいっぱいで、兄

の受験の時預かってもらえず、とて

も困りました

1

自宅であれば母と子手を掛けてあ

げれるが、デイサービスでは支援員

の数の大きさ、外で遊べるか、自分

の子だけというわけにはいかない。

家でいるよりもデイの方がいいとい

う風に思えるようなものがあれば高

齢者の施設に比べて児童のデイの

場合は施設にしてもかなり手厚さに

差があると思います

1


問38　あなたは、地震などの災害時に避難する場所として、あなたの地域に「指定避難施設」があることを知っていますか。
「指定避難施設」があることを知っているかについて、身体障害者では「知っている」が68.5％、「知らない」が22.1％となっています。

知的障害者では「知っている」が40.4％、「知らない」が40.1％となっています。
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問39　地震など災害発生時の避難方法等についておたずねします。

（１）一人で避難することができますか。
災害発生時、１人で避難できるかについて、身体障害者では「できる」が52.1％、「できない」が29.7％となっています。

知的障害者では「できない」が51.6％、「できる」が23.9％となっています。
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（２）（１）で２と回答した「できない」方におうかがいします。避難するのに困ることは何ですか。
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無回答

4.5%

身体（N=511）

[image: image223.emf]健康で

ある

42.4%

まあ健康

である

36.0%

あまり健

康でない

9.9%

健康では

ない

4.8%

不明・

無回答

7.0%

知的（N=314）

避難するのに困ることについて、その他を除き、身体障害者・知的障害者ともに「避難場所まで行けない」が最も高く、それぞれ54.8％、22.2％となっています。次いで身体障害者では「介助している人が高齢・病弱等で緊急時の介助ができない」が10.5％、知的障害者では「災害時の緊急の連絡方法・連絡先がわからない」が15.4％となっています。
[image: image224.emf]13.1 

2.5 

4.7 

4.1 

12.3 

9.2 

43.1 

26.8 

19.0 

32.8 

7.8 

24.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=511）

知的（N=314）

週２回以上通院している 週１回程度通院している 月２回程度通院している

月１回程度通院している 通院していない 不明・無回答

[image: image225.emf]民間企業

40.1%

11.7%

自営業

27.0%

10.2%

その他

7.3%

不明・

無回答

3.6%

身体（N=137）

福祉的就労

（作業所）

官公庁・団体

[image: image226.emf]35.0 

32.1 

27.0 
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22.6 

25.5 

29.9 

42.3 

36.5 

32.1 

21.9 

33.6 

10.9 

5.8 

10.2 

5.1 

23.4 

9.5 

2.2

2.9

3.6

7.3

14.6

5.8

21.9

16.8

22.6

22.6

17.5

25.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

雇用の形態

仕事の内容

職場の施設や設備の面

職場の人間関係の面

就労による収入

職場でのサポート

身体（N=137）

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

不明・無回答

[image: image227.emf]45.3 

45.3 
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46.5 

34.9 

40.7 

30.2 

34.9 

33.7 

32.6 
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5.8 

10.5 

24.4 

5.8 

3.5

1.2

3.5

1.2

4.7

1.2

11.6 

8.1 

15.1 

12.8 

12.8 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

雇用の形態

仕事の内容

職場の施設や設備の面

職場の人間関係の面

就労による収入

職場でのサポート

知的（N=86）

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

不明・無回答


問40　避難所における生活や支援について不安に思うことはありますか。（複数回答）
避難所における生活や支援について不安に思うことについて、身体障害者・知的障害者ともに「障害のある人に対応した避難所の設置がない」が最も高く、それぞれ24.5％、36.0％となっています。
次いで、身体障害者では「避難所で投薬や治療を受けることが難しい」が19.2％、知的障害者では「他の利用者に迷惑をかけてしまう」が26.4％となっています。
[image: image228.emf]51.7 

50.0 

34.5 

11.9 

6.9 

16.7 

6.9 

21.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=29）

知的（N=42）

常勤で仕事をしたい パートタイムやアルバイトの仕事をしたい その他 不明・無回答

[image: image229.emf]65.5 

23.8 
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11.9 

10.3 

16.7 

10.3 

57.1 

10.3 

9.5 

17.2 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=29）

知的（N=42）

民間企業 官公庁・団体 自営業（家業を含む） 福祉的就労（作業所） その他 不明・無回答


[image: image230.emf]36.4 
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2.9 

43.1 

47.6 

47.2 

44.6 

46.2 

47.2 

47.6 

48.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害のある人の就労を

支援する相談窓口

専門的な支援員の配置

障害のある人に対する

職業教育

事業主の理解

他の従業員や顧客などの

理解

通勤におけるバリア（道路

や公共交通など）の解消

職場の施設や設備面の

バリアの解消

自分自身の心理的な要因

（不安・消極的など）の解消

身体（N=511）

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば不必要 不必要 不明・無回答

[image: image231.emf]51.0 

47.5 

46.5 

52.5 
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36.0 

37.9 

43.6 

15.0 

16.9 

18.2 

12.4 

13.4 

22.6 

21.3 

17.8 

1.3 

1.9 

0.6 

1.0 

0.6 

2.5 

2.5 

2.5 

1.6 

1.6 

1.9 

1.6 

1.6 

2.9 

3.2 

2.5 

31.2 

32.2 

32.8 

32.5 

34.4 

36.0 

35.0 

33.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害のある人の就労を

支援する相談窓口

専門的な支援員の配置

障害のある人に対する

職業教育

事業主の理解

他の従業員や顧客などの

理解

通勤におけるバリア（道路

や公共交通など）の解消

職場の施設や設備面の

バリアの解消

自分自身の心理的な要因

（不安・消極的など）の解消

知的（N=314）

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば不必要 不必要 不明・無回答

[image: image232.emf]5.7 

6.1 

21.9 

36.3 

37.2 

25.5 

21.3 

9.9 

13.9 

22.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=511）

知的（N=314）

よく感じる ときどき感じる ほとんど感じたことはない まったく感じたことはない 不明・無回答


[image: image233.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

HIV感染症と知られるだけで避けら

れる

1

病院の受付 1

障がいを理解してもらえない 1

何気ない言葉 1

以前通院していた病院で、職員が

患者の守秘義務がずさんで守られ

ていなかった

1


問41　日常生活において、障害があるために差別や偏見、疎外感を感じることはありますか。
障害があるため、差別や偏見、疎外感を感じるかについて、「よく感じる」「ときどき感じる」の合計を＜感じる＞、「ほとんど感じたことはない」「まったく感じたことはない」の合計を＜感じない＞とすると、身体障害者では＜感じない＞が58.5％、＜感じる＞が27.6％となっています。
知的障害者では＜感じる＞が42.4％、＜感じない＞が35.4％となっています。

[image: image234.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

変な人という「蔑視」がある 1

同級生の親 1

田辺市になって働く場所が自分に

合う所が龍神にない

1


問42　問41で「１.よく感じる」または「２．ときどき感じる」と回答した方におうかがいします。どのような時にそれを感じましたか。（複数回答）

どのような時に差別や偏見、疎外感を感じるかについて、身体障害者では「人間関係」が46.1％と最も高く、知的障害者では「街かどでの人間の視線」が69.9％と最も高くなっています。

[image: image235.emf]7.4 

8.0 

5.5 

4.5 

7.0 

7.0 

4.3 

29.4 

29.9 

24.3 

25.8 

25.6 

27.6 

26.0 

3.1 

3.9 

2.5 

5.9 

3.5 

3.1 

3.3 

60.1 

58.1 

67.7 

63.8 

63.8 

62.2 

66.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

それぞれの障害に配慮した情報提供や地域での

交流が充実している地域で暮らしたいですか

障害者が不安なく過ごせるよう、健康づくり活動や相

談・医療体制が充実している地域で暮らしたいですか

相談体制が充実し、障害児が保育・学校教育を

不安なく受けられる地域で暮らしたいですか

障害者が就労できるよう、それぞれの障害者への

就労支援や障害者雇用の受け入れが多い地域で

暮らしたいですか

障害者が自立した社会生活を営むことができるよう、

相談支援や居宅介護（ホームヘルプ）などの

サービスが充実している地域で暮らしたいですか

障害者が安心・安全に暮らせるよう

施設のバリアフリー化や防災ネットワークが

整備されている地域で暮らしたいですか

スポーツ・レクリエーションなど、障害者が生きがいを

感じられるような交流・イベントが多い地域で

暮らしたいですか

身体（N=511）

良くなっている 変わりない

悪くなっている 不明・無回答

[image: image236.emf]7.6 
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41.7 

43.9 

36.9 

38.2 
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37.9 

1.9 

1.9 

0.6 

3.5 

1.6 

1.3 

1.9 

48.7 

46.8 

51.9 

48.7 

47.5 

50.6 

52.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

それぞれの障害に配慮した情報提供や地域での

交流が充実している地域で暮らしたいですか

障害者が不安なく過ごせるよう、健康づくり活動や相

談・医療体制が充実している地域で暮らしたいですか

相談体制が充実し、障害児が保育・学校教育を

不安なく受けられる地域で暮らしたいですか

障害者が就労できるよう、それぞれの障害者への

就労支援や障害者雇用の受け入れが多い地域で

暮らしたいですか

障害者が自立した社会生活を営むことができるよう、

相談支援や居宅介護（ホームヘルプ）などの

サービスが充実している地域で暮らしたいですか

障害者が安心・安全に暮らせるよう

施設のバリアフリー化や防災ネットワークが

整備されている地域で暮らしたいですか

スポーツ・レクリエーションなど、障害者が生きがいを

感じられるような交流・イベントが多い地域で

暮らしたいですか

知的（N=314）

良くなっている 変わりない

悪くなっている 不明・無回答

次いで、身体障害者では「街かどでの人間の視線」が43.3％、知的障害者では「人間関係」が37.6％となっています。
[image: image237.emf]健康で

ある

18.4%

まあ健康

である

28.8%

あまり健

康でない

13.3%

健康では

ない

6.3%

不明・

無回答

33.3%

身体（N=511）

[image: image238.emf]健康で

ある

32.2%

まあ健康

である

26.4%

あまり健

康でない

8.9%

健康では

ない

1.9%

不明・

無回答

30.6%

知的（N=314）

[image: image239.emf]15.7 

4.5 

8.4 

5.1 

13.1 

16.4 

19.0 

14.3 

14.3 

14.9 

20.7 

19.6 

17.2 

27.8 

25.8 

27.4 

16.6 

14.7 

48.1 

53.4 

51.5 

52.6 

49.5 

49.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療費や交通費などの

経済的負担が大きい

本人の介助で仕事や

家事ができない

自由に外出できない

本人の介助で自分の

時間が持てない

心身ともに疲れる

将来の見通しが

たてられない

身体（N=511）

大いにある 多少ある ない 不明・無回答
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43.3 

40.1 

39.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療費や交通費などの

経済的負担が大きい

本人の介助で仕事や

家事ができない

自由に外出できない

本人の介助で自分の

時間が持てない

心身ともに疲れる

将来の見通しが

たてられない

知的（N=314）

大いにある 多少ある ない 不明・無回答



問43　障害のある人にとって住みよいまちをつくるために、どのようなことが必要
だと考えますか。（複数回答）
[image: image241.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

支援学校、高等部 1

ふくいく 1

通信高校 1

作業所 1

障害のある人にとって住みよいまちをつくるために必要なことについて、身体障害者・知的障害者ともに「何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実」がそれぞれ42.3％、43.6％と最も高く、次いで「サービス利用の手続きの簡素化」がそれぞれ36.8％、29.9％となっています。
[image: image242.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

病院のデイケア 2

作業所　龍の里 2

デイケア 1

グループホーム 1

病院 1

こころの医療センター 1

町へ行ったりする 1

祖母宅 1


[image: image243.emf]民間企業

20.7%

3.4%

自営業

3.4%

62.1%

その他

5.2%

不明・

無回答

5.2%

精神（N=58）

福祉的就労

（作業所） 62.1%

官公庁・団体


[image: image244.emf]32.8 

39.7 

24.1 
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27.6 

41.4 

34.5 

41.4 

44.8 

27.6 

39.7 
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15.5 

17.2 

13.8 

27.6 

10.3 
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5.2 

3.4 

8.6 

13.8 

8.6 

8.6 

5.2 

13.8 

8.6 

12.1 

13.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

雇用の形態

仕事の内容

職場の施設や設備の面

職場の人間関係の面

就労による収入

職場でのサポート

精神（N=58）

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

不明・無回答


[image: image245.emf]2.5 

3.0  16.5  58.9  4.7  14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神（N=236）

週２回以上通院している 週１回程度通院している 月２回程度通院している

月１回程度通院している 通院していない 不明・無回答


[image: image246.emf]11.9 
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2.5 

3.8 

2.1 

8.1 

1.3 

5.5 

7.2 

7.2 

11.0 

1.7 

3.0 

1.3 

2.5 

1.3 

55.5 

41.5 

58.1 

55.9 

58.1 

56.4 

51.3 

53.4 

53.8 

52.1 

50.8 

53.8 

53.0 

47.0 

53.0 

53.8 

32.6 

56.8 

39.4 

40.3 

39.8 

35.6 

47.5 

41.1 

39.0 

40.7 

38.1 

44.5 

44.1 

51.7 

44.5 

44.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護

重度訪問介護

短期入所

生活介護

施設入所支援

ケアホーム・グループホーム

同行援護

自立訓練

就労移行支援

就労継続支援 Ａ型

就労継続支援 Ｂ型

移動支援事業

地域活動支援センター

児童発達支援・放課後デイサービス

日中一時支援・デイサービス

日中一時支援・日中ショートサービス

精神（N=236）／利用度

はい いいえ 不明・無回答


[image: image247.emf]25.0 

6.4 

10.6 

13.1 

12.7 

18.6 

3.8 

17.8 

16.5 

19.5 

19.1 

14.0 

13.1 

4.7 

11.4 

13.6 

28.0 

26.3 

39.4 

34.3 

37.3 

33.9 

38.6 

32.6 

32.6 

29.2 

33.1 

34.3 

34.7 

35.2 

33.9 

32.6 

47.0 

67.4 

50.0 

52.5 

50.0 

47.5 

57.6 

49.6 

50.8 

51.3 

47.9 

51.7 

52.1 

60.2 

54.7 

53.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護

重度訪問介護

短期入所

生活介護

施設入所支援

ケアホーム・グループホーム

同行援護

自立訓練

就労移行支援

就労継続支援 Ａ型

就労継続支援 Ｂ型

移動支援事業

地域活動支援センター

児童発達支援・放課後デイサービス

日中一時支援・デイサービス

日中一時支援・日中ショートサービス

精神（N=236）／利用意向

はい いいえ 不明・無回答

障害者施策の希望と実態について
問44　障害者施策についての希望と実態について
障害者施策について、身体障害者では『健康づくり活動や相談・医療体制が充実している地域で暮らしたい』について「良くなっている」が8.0％と最も高くなっています。

知的障害者では『障害児の保育・学校教育を不安なく受けられる地域で暮らしたい』について「良くなっている」が10.5％と最も高くなっています。

[image: image248.emf]10.2 

15.7 

58.9 

51.7 

30.9 

32.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福祉サービス利用

援助事業

成年後見制度

精神（N=236）／認知度

知っている 知らない 不明・無回答


[image: image249.emf]1.7 

1.3 

16.9 

14.0 

10.6 

14.8 

33.9

32.2

36.9

37.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福祉サービス利用

援助事業

成年後見制度

精神（N=236）／利用意向

利用している 利用したい 利用したくない わからない 不明・無回答
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8.5 

10.2 

11.9 

17.4 

5.1 

20.8 

20.8 

17.8 

5.9 

5.5 

9.7 

11.0 

14.4 

12.3 

14.4 

16.5 

12.3 

13.1 

23.7 

16.5 

23.7 

22.5 

15.3 

10.6 

24.6 

26.7 

28.4 

25.0 

25.4 

27.5 

28.0 

29.2 

28.0 

28.4 

28.8 

26.3 

28.0 

29.2 

26.7 

29.7 

29.7 

28.4 

30.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保証人がいなくても家が借りられるような制度

専門の職員がいて共同生活ができる施設

自立生活の練習をするための施設

入院費や通院費の負担を軽くする制度

調子が急に悪くなった時に対応してくれる病院

必要なときは、往診や訪問相談をしてもらえる体制

精神医療や福祉サービスなどの情報が手軽に

わかること

就労の練習のために通う施設

日中を安心して過ごせる場

生きがい・趣味を持てる場

手ごろな金額の配食サービス

障害を理解してくれる職場を増やすような取り組み

障害のある人の就労・復職を支援する相談窓口

専門的な就労支援員（ジョブコーチ等）の配置・増員

仕事に少しずつなれていけるための制度

学校教育での心の病気やケアについての学習の機会

地域の人と自然な交流ができる場・機会

通院や買い物などに付き添ってくれるサービス

手ごろな金額で利用できる交通・移動手段

精神（N=236）

必要 必要でない わからない 不明・無回答

家庭内の主な介助者について

問45　介助者の健康状態はいかがですか。
介助者の健康状態について、身体障害者の介助者では「まあ健康である」が28.8％と最も高くなっています。

知的障害者の介助者では「健康である」が32.2％と最も高くなっています。
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ヘルパーさん 2

訪問看護師 2

教会の牧師さん 1

福祉課 1

仲間 1

教会の人 1

看護師 1

インターネット 1

彼氏 1

市役所職員 1
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精神（N=236）

よく感じる ときどき感じる ほとんど感じたことはない まったく感じたことはない 不明・無回答

  
問46　介助者として次のうちあてはまるものは何ですか。

介助者としてあてはまるものについて、身体障害者の介助者では『将来の見通しがたてられない』『医療費や交通費などの経済的負担が大きい』の割合が高くなっています。知的障害者の介助者では『将来の見通しがたてられない』『心身ともに疲れる』の割合が高くなっています。
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悪口を言われた 9

意見を聞いてもらえなかった 3

変な目で見られる 2

田辺市内のスーパーでじろじろ見られる 1

人の集まる所で、人目につく服装もしていないのにじろじろ見られる 1

駅での待ち合わせ時等に｢何やこの人｣と言わんばかり目で見られる 1

隣人に見張られている気がしたことがある 1

耳が聞こえにくく、職場で皆の話についていけず疎外感を感じる 1

耳が聞こえにくく、何度も聞き返して変な顔をされる 1

症状が出たときに冷たい視線を感じる 1

ある会社の求人に応募した際、1度目の面節後｢別の仕事を頼みたい｣と言われ、2度目の

面接で双極Ⅰ型障がいであることを話したら急に態度が変わり、電話で｢もしやる気がある

なら、ハローワークをもう一度通してください｣と言われた

1

顏をじーっと見られ、神経の悪い人だなと思われたように思った 1

親がいつまでも心配する 1

個人医院へ行き、統合失調症で服薬していることを話したら、支払や受付が自分だけ事務

の人ではなく看護師が対応され、数日後に再度通院した際に｢難病は治りましたか？｣と言

われた

1

外見で判断され、元気な人だと思われている 1

障がいのため、就労を断られることがある 1

小さい頃、近所の人に障がいがあることについて差別された 1

理由無く暴力を受けた 1

バカにされた 1

障がいを持ってる上に酷い扱いをされた 1

バカにするような言葉遣いを聞いた 1

バスに乗車した時 1

食事を取る時にうるさく言われる 1

言葉の暴力 1

口をきいてもらえない 1

記憶力が弱いため、｢同じ事を何回も言っている｣と言われ、迷惑をかけているなと落ち込む 1

店で冷たくされ、薬の勢いで来ていると言われた 1

会社を理由無く解雇された 1

現在の職場でぞんざいに扱われ、下の者になめられている 1

相談してもわかってもらえない 1

働けないので友達がいない 1

他人に病名を話したら、頭が狂った人と言われた 1

働かないでブラブラして甘えていると言われた 1

病気のことをわかってくれる作業所の人達としか付き合えない 1

兄は自分のことが気に入らず、和解できないくせに仲良くしようとする知恵のある親は苦労

する

1

病気(幻聴)のため 1

ろくな仕事に就けない 1

噂話 1

自分が他人の言動に敏感に反応してしまう 1
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医療費や交通費などの

経済的負担が大きい

本人の介助で仕事や

家事ができない

自由に外出できない

本人の介助で自分の

時間が持てない

心身ともに疲れる

将来の見通しが

たてられない

精神（N=236）

大いにある 多少ある ない 不明・無回答
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46.6 

43.6 

44.1 

44.5 

47.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

それぞれの障害に配慮した情報提供や地域での

交流が充実している地域で暮らしたいですか

障害者が不安なく過ごせるよう、健康づくり活動や相

談・医療体制が充実している地域で暮らしたいですか

相談体制が充実し、障害児が保育・学校教育を

不安なく受けられる地域で暮らしたいですか

障害者が就労できるよう、それぞれの障害者への

就労支援や障害者雇用の受け入れが多い地域で

暮らしたいですか

障害者が自立した社会生活を営むことができるよう、

相談支援や居宅介護（ホームヘルプ）などの

サービスが充実している地域で暮らしたいですか

障害者が安心・安全に暮らせるよう

施設のバリアフリー化や防災ネットワークが

整備されている地域で暮らしたいですか

スポーツ・レクリエーションなど、障害者が生きがいを

感じられるような交流・イベントが多い地域で

暮らしたいですか

精神（N=236）

良くなっている 変わりない

悪くなっている 不明・無回答

Ⅲ　精神障害者対象調査
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障がい者の移動交通手段に対する取り組みが見られない 1

障がい者に対する差別をなくすための広報が不十分 1

今の田辺・西牟娄地方は障がい者が暮らしにくい 1

オストメイト対応トイレを事業所や店舗に普及させてほしい 1

観光施設等で障がい者や高齢者が障がい者用トイレに列をなしているのを見たことがある

ため、もっと障がい者用トイレを充実させたほうがよい

1

市内で車移動の際に障がい者用トイレがどこにあるのかわからないため、マップを作ってほ

しい

1

障がい者用トイレ以外もストーマ対応可能に改造してほしい 1

介護タクシーをもっと広く使いやすい体制にしてほしい 1

障がいがあっても社会の中で活動できるような体制づくりが重要だと思う 1

車椅子マークの駐車場は、車椅子でなければ駐車するのを躊躇するため、障がい者マーク

に変えてほしい

1

ベットが無ければ生活ができないため、災害時の避難場所にベットを用意してほしい 1

歩道が傾いているので直してほしい 1

歩道が無く、車道に出なければならない所を直してほしい 1

歩道の段差の改善が遅い 1

障がい者用トイレは、スロープが急坂でスロープとは言えず、とってつけたようなものばかり

である

1

雨天時のために、駐車場にも屋根がほしい 1

公共交通機関の無料パス制度等が無く、負担が多すぎる 1

今は自分で運転をして通院できているが、運転が出来なくなった時の交通手段に不安を感

じている

1

住民バスがあるが、乗降や介助のことを考えると使いづらいため、車椅子でも乗降できるよ

うにしてほしい

1

障がい者が心配なく出かけられるように、町の木陰にベンチを設置したり、車椅子でも移動

できるバリアフリーにしてほしい

1

一人暮らしのため、緊急時にベルを鳴らせば駆けつけてもらえるようなものを設置してほし

い

1

生活環境や設備等に関すること


回答者の基本的事項について

[image: image258.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

障害者手帳3級、自宅生活では生活スペースを整えており食事等の必要なことを準備してお

けば介助者の私は仕事に出られるが、パートで収入が少なく、病気の原因も疾病のため生

命保険からも生活の糧になるようなものもなく、行政・福祉に情報を求めてもこれといったも

のがなく、途方にくれるということを実感している

1

利用できるサービスがわからないため、個人への情報がほしい 1

田辺市がどういう風に取り組んでいるのかがわからない 1

田辺市だけで解決できないことは、県や国へ働きかけて実現できるように協力を求めるな

ど、もっと障がい者の暮らしやすい町にしてほしい

1

身体障がい者手帳の5等級だが、長く歩行することが困難なため、駐車許可証がほしい 1

在宅介護者への支援を重点に置き、在宅介護を推進すれば、施設への負担が少なくなり、

介護保険料の軽減に繋がると思う

1

障がい者になったとたん、障がい者団体の組合に入りませんか？という内容の封書が届い

たが、会費だけ取って後は知りませんみたいな団体にどうして情報が漏れているのか、不愉

快である

1

障がい者の紙おむつ支給は65歳以上となっているが、若くても障がいがある人には支給し

てほしい

1

健康でないため役所への手続きに行くのが辛い 1

福祉担当職員等の担当期間を長くしてほしい 1

色々な手続きにとても時間がかかり、真に困っている人の声がダイレクトに届いていないと

思う

1

障がい者に温かい市・町づくりをしてほしい 1

新体制やサービスができても、個々に知らせてもらえず利用できていないことが多々あるた

め、詳細を連絡やお知らせ等で広報してもらえると助かる

1

当てはまるサービスについて個人的にハガキでも連絡がほしい 1

税金が高すぎて、働いても少ししか手元に残らないため、もっと無駄を無くし税金を安くして

ほしい

1

医療機関との連携が悪すぎる 1

要望を言っても、市は動いてくれない 1

市職員の免疫障がいに対する知識が足らず、県外通院等で影響がある 1

免疫障がいというだけで病院等で診療を拒否されるため、市内の病院に通院できないことを

市は理解してくれない

1

障がい者施策について、どのようなことが行なわれているのかわからない 1

内部障がいは理解されにくいため、社会全体でサポートできるような体制があるとよい 1

田辺市障害児・者相談支援センター ゆめふるは予約がいるようなで、行くまでに踏ん切りが

つかないため、気軽に相談できる窓口がほしい

1

手続きの簡素化をしてほしい 1

障がい者認定で判定におかしいと思うことがあるため、市はもっと調査し、適切な判断をして

ほしい

1

若くして障がいを持ってしまった子育て世代の家族への支援をしてほしい 1

経済的に苦しく、子の将来について不安があり、再発への心配や世間からの疎外感を感じ

るため、同じような悩みを持つ人達と話合える場所や相談できる所があるとよい

1

障がい者手帳の交付を受けて以来、行政には種々ご配慮いただき感謝している 1

1ヶ月に1～3回自宅訪問して相談にのってほしい 1

田辺市は一番福祉に遅れていると思う 1

自分が聞かない限り何も教えてくれず不親切である 1

市長を含め市職員全体の市民に対する考え方、接し方、言葉遣い、態度を改善させる必要

がある

1

各種手続き・相談・情報提供や行政に関すること


問１　あなたの性別を教えてください。

性別について、「男性」が53.8％、「女性」が45.8％となっています。
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学校で感じる事は、もっと障害のある方についての知識や不便さ、謎を低学年のうちからま

ず知ってもらうという事が大事だと思います。あまり大きく障害、健常と分けてしまうと壁が出

来る。あゆみよりが大切だと思います。まず少しずつ知って下さい

1

障害児者に関わる職員の方々は専門的な資格を持っている方のみであるのが好ましいで

す。特に福祉施設（作業所）では少ないように思えます。職員の資質向上を特に施策の中に

入れて頂けたら嬉しいです。障害者に関わるボランティアの方々には事前学習が必ず必要

です（特に学生の方々）

1

内　　　　　　　　　　容 件数

職員さんの心配りが行き届いていて言う事はなし。職場の三四六リサイクルセンターは有名

で、夏場の暑さと悪臭がひどいそうで、それでもみんな頑張って働いています。そこを何とか

出来ないものでしょうか？プラスチックゴミもきれいに洗って出してもらうように市民に教育出

来ないものでしょうか？

1

５月に自宅近くのケアホームに入所。週末に自宅に戻り少しずつホーム生活に慣れて来まし

た。歩いて３～４分のところなのですぐに行く事が出来、親子共々今の生活に満足していま

す。親が病気になったり死んでしまったりしてもホームで生活出来るので安心しています。



1

・児童デイサービス施設の充実

場所も地域の方々の理解が得られたところがこの田辺市内になかなか見つけられないとい

うのも厳しい。

発達障害の理解。知的には問題がない場合、変な子、変わった子という事で片付けられて

しまう。小学校も忙しい事で時間も取れないかもしれませんが、幼少時からの障害を持つ子

への理解、親も教育を受けていない関わった事もないのなら知る事もなく「大変だなぁ」とい

う事で見られがちである。この小さな子供さんが成長して親になり自分の子供が障害を持つ

子であるかも知れない。なかなか自分のみに降り掛かって来ないと分からない事と自分も

含めて感じます。障害があるから働けないというのは国にとっても本人にとってももったいな

い事です。手当をもらって暮らすより、本人も働き自立して行く事が国の負担を大きく減らす

事にもなると思います。障害を持つ人の働く場をもっと増やして欲しいと思います

1

内　　　　　　　　　　容 件数

子供は高２で、今から高校を卒業後の事が心配です。子供に進路の事は理解出来ないの

で親が決めるのですが、作業所でもどこが良いのか・・・施設への入所か・・・グループホー

ムか・・・どこも定員がいっぱいでしょうし・・・。このまま女親と２人でずっと生活する方が良い

のか・・・悩みます。ショートステイ、日中１時や毎日の放課後でタイムケアを利用して大変助

かっています。これからもよろしくお願いします。

ＰＳ．来年のサマースクール、絶対して下さい

1

一般と同じような障害者雇用の会社が増えて欲しいです。それと聴覚障害の人との付き合

いがホテルや会社でのコミュニケーションが多いので、手話サークルや色々学びたい。サー

クル、自由な時間行ける場所が欲しいです。図書館とか、近くの公民館で手話サークルが出

来ればいいなと思います

1

就労に関すること

教育に関すること

障害者施設等に関すること


問２　あなたの年齢は何歳ですか。
＜平成24年８月１日現在＞

年齢について、身体障害者では「50～59歳」が23.7％と最も高く、次いで「40～49歳」が22.5％となっています。

[image: image260.emf]内　　　　　　　　　　容 件数

いつもありがとうございます。障害についての勉強会などが開かれてて参加したいと思うの

ですが、昼間は仕事に行っているので参加出来ません。出来れば夜開催してくれるとありが

たいのですが・・・

1

手当やサービスの申請は自己申請であるという事は分かっています。冊子などにも内容が

書かれていて、市役所の窓口や専門機関などに問い合わせて詳細を聞く事が出来ます。し

かし、同じような用語だったり、内容と我が子の障害の程度がどれと一致するのか分かりにく

い事も多く、我が子の様子を説明しても、それがサービスや手当を受けられるのか分からな

い事もありました。現在２０歳の息子ですが、何年か前に市役所の職員の方に障害者手当

が当てはまるのかお聞きした所、今の状態では当てはまらないと言われました。しかし、昨

年新しく変わって来た女性職員さんからひょっとして当てはまるかも知れないから申請して

みたらと言われ、書類を出した所申請が通り２０歳までの何ヶ月か分の手当を頂きました。あ

の何年か前なら、本当なら通っていた筈であろう手当の申請が、あの時の職員の一言で全

く違う結果になったのです。職員の方は難しい障害者制度についてもっと勉強し、分からな

い時は自己判断せず専門的知識のある機関に問い合わせるという姿勢が必要だと思いま

す。そして用語も内容ももう少し分かりやすくシステムも、もっと簡素化して欲しいと思いま

す。誰のための制度なのか、良く考えてもらえればと思います

1

障害者と健常者が共に幸せに暮せる総合的な地域社会作りに懸命の努力をお願いします 1

・生活用品（おむつなど）は日数分で支給して欲しい

・田辺市にサポートセンターが少ないし、どこにあるのかも分からない

1

重度の知的障害の子供を持つ家族３人です。将来どのように進んだら良いのか分かりませ

ん。今は自分の家に住んでいます。いつかは１人１人亡くなっていきます。誰が先かは分か

りませんが、こんな時はこんな方法がありますと言うような事を何かで知らせて欲しいです

1

障害の程度に応じた本人のニーズに対応した施策と親亡き後の対応の他、入院、入所の施

策の充実を願っています

1

支援の内容や方法などはこちらから尋ねないと教えてもらえない。説明書とかもらっても理

解しにくいし、全て目を通せない田辺市だけではないけど、知っている人だけが得をしている

のはおかしい。不平等を感じます。もっと積極的に働きかけをして欲しいです。そのためにも

人員を増やすとか民間を利用するとか方法はあると思います。個々の職員さんは頑張ってお

られるのに、負担が多く申し訳ないです

1

相談に行っても積極的に本人に合ったサービスなどの説明・提案など言ってくれない。障害

について認めない親などがいるからかもしれないが、もっと踏み込んで対応して欲しかった

1

子供の事で色々相談に乗って頂き、やすらぎ対策課には心から感謝しています。ありがとう

ございます

1

行政局管内に住んでいますが、僻地の住民は利用しにくい。利用するには地理的に遠いと

いう事が多い。田辺市内であっても僻地であっても住んでいる所によってサービスに差が出

ないようになったらいいなと思う。閉校になっている学校など建物もあるのだから、将来遠く

の施設に預けっぱなしになるのではなく、自宅から近い場所で安心して本人も介助者も暮

せる所が出来たら良いのにと節に希望する

1

障害があってもこの地域で出来るだけ長く住んでいられるように親が元気な間は・・・これが

願いです。そのために今後施策全般がきめ細かく行き届くようによろしくお願いします

1

各種手続き・相談・情報提供や行政に関すること



問３　あなたのお住まいはどちらの地区ですか。
居住地区について、「田辺」が最も高く、81.8％となっています。
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問４　あなたは次の手帳をお持ちですか。お持ちの場合は手帳の等級もお答えください。（複数回答）

【１　身体障害者手帳】

（１）身体障害者手帳等級

身体障害者手帳等級について、「２級」が最も高く、46.0％となっています。
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（２）障害内容（複数回答）

障害内容について、「下肢機能障害」が最も高く、14.3％となっています。
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（３）身体障害者手帳取得年齢
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身体障害者手帳取得年齢について、「40歳代」が17.5％と最も高く、次いで「50歳代」が12.7％となっています。
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【２　療育手帳】
（１）療育手帳の判定

療育手帳の判定について、「Ｂ２」が19.0％と最も高くなっています。
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（２）療育手帳取得年齢
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療育手帳取得年齢について、「50歳代」が28.6％と最も高く、次いで「40歳代」が19.0％となっています。

【３　精神障害者保健福祉手帳】
（１）精神障害者保健福祉手帳等級

精神障害者保健福祉手帳等級について、「２級」が41.5％と最も高くなっています。
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（２）精神障害者保健福祉手帳取得年齢
精神障害者保健福祉手帳取得年齢について、「30歳代」「40歳代」がともに14.8％と最も高くなっています。
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問５　現在、40歳以上の方におうかがいします。あなたは、介護保険法の要介護認定を受けていますか。受けている場合は要介護度もお答えください。
介護保険法の要介護認定について、要介護認定を「受けている」が12.1％となっています。
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要介護度については、「要支援１、２」が45.0％と最も高くなっています。
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問６　あなたは難病（特定疾患）の認定を受けていますか。
難病（特定疾患）の認定について、認定を「受けている」が5.9％となっています。

[image: image277.png](3 o
( ) Wox Ce

(1HO2>4

@I ENLD)
REZ2 20

( ) Wz 6 9 q e
- — 2. - ¥ 1 2le 1
§ Raang © ) WHVFRDOS I ALST G T ﬁA MMN )
43 L i v T PR . ﬂ %W ©
. Ve . “Eo._wmnuwuwwﬁv@ EATRECIEHY C TORATGR EEAN
e T e S A S g WCHINL QN CEHE) BHE (GO HTRT FIRET v~ 2100 ool
4 £ 2 T N 3OO
v € z 1
v ¢ ‘ R L) v z [
v 2 1
v € (4 T
3 € 2 1 i
4 € @ 1 4 2 t AAOHBO
N EYPFT] ] S
v € @ T GRLL e E (O 1 72 Hifp)
N " " ; AR TE S RHOREITLF (8
v € z 1 MRF>21 ( )
(BB L H e HEE) wE2IT vsuﬂ_ssxﬁs»tsww @
v € z T R “ va al
. B R . B e . ) Moz ‘¢
L (MO T 2
HENT | Jaaaz (BO7IC | BECEELD) A2 UTOREHEH W
oa
e CEENNACHIN TSIV Z8T) F1SET~ L2l el
EHANLI2 LW UL IR YR WSIAHOEE o g NerERD
WEHOBEYCTOR DY COWIRHT LEHITR “LENGICIINT ool el WLALBEEEE S
~rEle ROT) LEt ety
TR WEY 2 TESTEY)
Teme ~eElle
( 6 QNI >
) ; “esile
8 QALY
. e
L @ADL o
@ 9 @@ N b .
z (BOTIC | ERYEFND) WALUROXENANE HOET 10l

(HOZI2ECE&RILEDD) "L2h
FEENLH @ CLRVNGCCHINL IR @ FLIYR @) YNKET S 2R el £E2NNPECRINC IR 9





[image: image278.png]( vﬁ.ew‘.

REEE
TG ZUD 2 Q0 _wm&#

= Awi_é(w:vurﬂ* _ﬁEéQ«xﬂNéQQM\)\N

N Awi_.ﬁ(w\rwvaV,l L OB b

- m,dﬁ/\wivVFM%WWlﬂ@ :

e m,),ﬁ/\@:vvﬁM%WDMm&&% E%&Sﬂ@b«.

= m;% &2

ATCWTFORYL LTI

3T NLRHER Y A =

= WSFQEQQ%J#@N@ °

T2YAFUHO@HOTTE "7 2 >W _Dﬂ.

ITCLMEINHDH GO L G YE

ﬁ@w&miéwﬁ&i_ L) <H$ .

v
Y WaF 6
NI Ye@nyn 8
WHEGI uE REL eﬂ o7
N SURWHVE LIRS @ 0
RUAT U - HF) SRR TAYGLIUAZN ST T ATADNGE €
o VIEASACLY Y b
m,wu,éao:m«wamu ‘e
BN RHY 3
N
(HOSRECEERTEING) WAL TWEETICICRAONLILI2EH
N CEENNRECRTLILIIT ZEDRE LW
€ 3 T A e 02
14 € 2 1 w\m__..wuvu_mfﬁv
[ € z 1 G O
G ‘ : [ HomwsEia
2 € 2 i FHOKTIO
v € 2 [ D
ﬁﬁpﬂw&,ﬂ. @,;Vv_&ﬂhﬁ @,W;M»J (HONC 132 mw.c
FIRWIGR | ¥ATW9GR

2z ww__‘wmwwmbum o JMWM
o
u.PY#W“OMﬁPGV éhm,‘_ﬂadmmﬁmﬂﬁéhMGM:.S:&O%eﬁ,ﬂ ﬂzw
M\T‘.ﬁﬁmn«r..ﬁ k.mﬂa WQ.u.Jeﬁ;K, zﬂ;ﬂ.‘_ €l Pe—ﬂ ﬂ_v.‘.ﬂu.nuﬁ_lcﬁmu
« ) WOT 8 LB TERENOTITIALITNL ¥
VI RGRY (L EEIH— e
B e iwﬁ* ‘9 LT T
A B G~ fa—x C LFCRNGUIACT T

7 E NPl Mﬂl.!'ﬂ«‘ﬁSM$ﬁ_ %R (€)

(MRA>LYET T0) B

QW 1) u« (

(BY¥H | H 8B

(0= _PmnnnﬁnMﬁwﬂv &.wmsv.&wwtfw..zwnu@aa<€!§

o cu v Yasiscen 327 wevh

2G>0 u.EiRﬁGQﬁSwﬁ (2)

( ) QS* :
;L;WTEM& _QEQ%E&L<@£QWQJE R

,i;w,_\.\. yi
REN S T

e .
i
NERE?

TSR

VMAINDEE (RUEFSERE) KE -

Fea Koo ere

D J.&ta\ltn:g&ﬁ@ﬂ B3 vuﬁ

i

,;dmﬁtﬁﬁ@t@é@m%#; by . #H =t

Lkmsvb_wm W HRT

KRB

) Wox "¢ WE - L7

*A)) Kuﬁaﬁ.«! v ¥

(BO=Ic —Pﬂ@%ﬂ_vﬂv ,ﬂhpa«meuﬁﬂ_ﬂkﬁ

CERVNRGCH R _‘QSV)_WQHZ &\_&INNI—Pm_E

e—m_

w -

( ) ‘@Qw‘ N
WL R L

,.,«;.Q..’Vvkmi :

w,.,u.»_w&é;#;u.»_‘w.ﬂﬂ.ﬁw :

Sk

w,\_PJmQﬁ@ A-EV d V(ék&;ﬂ\\mAl ‘-

:uﬁ\wkusuaﬁmc m;u‘J\wﬂﬂVmﬁ

EECEE S Y

(B0 #CeEECFENG WEITZIIAZTUCFOR ®E B

(HOZIC L &R £229) éhpﬁm@%«_aﬂo« BROEW

m—m_




[image: image279.png]) Moz "

R 2

©

LI

©

~

)&%MSWMZ&J TcrYor

@ ou_vzhwunmﬂisw.

292 Gon

CH>HXLI2INWH - BUIRWLATE

820l

ARE | Y 8 H178E)

( )

I

2% 17) «.kﬂSKSWﬁ«

Gavm e e enTaes

Lzl

a2

( ) Wox L

wu -

0

©

©

(HOZIC L 8RYEPDR) “WL2AGIUREUNT

9zl

a2

v

GALCEUHEA XOVAE
NE2
PR

£y

( ) Mox
MTEIR 2@ :

@98

N
&

VSR DTG R YU S LSUWBI N
GAMTEBOYH 1

YCH>AONUTG "9 3

(HOZ2X™LEBPRR2D) “WELEEIT2QV2AH ,PE««KEGQ“ v2i

DT T TRABAE T
VERHMAES € TR2HP 1

AE.Ou_n LEROEFIO®D) c,ﬂ.wpvﬂ,ﬂfan_ﬂ«*!! (]

(IRED ¥ENYLOEF "RREOIYDD)

EEVNPYCLINCTIHY - 3 ©

( T
MYB G EY ot
e e o
'8
tL
‘9
‘e
v
e
;u\,m~§.ﬂ 'z
. ;u*i,»iga. 1
. (BO=12
RCEERYEIDED GAIIYRILIFITHCIOING B CINUE B Wl
( 3
AT e
U 22 v
a £F e
wIna z

(% SYVHE) VTIEECY T

(HOZIC L &R £22D) Wb

MSVJN»!PM.“SS& DUR CRLINUE e uéhm.;u.)ﬁ! 145

r4t)

(HOZIC L &RYEALD) “WLLYIE

i) 1=

B2 E_%QQES\«J nﬂ .ﬁuv ‘gco HEGWM_ BT HRT _Km k4]




問７　あなたは発達障害（広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害など）の診断を受けていますか。

発達障害（広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害など）の診断について、発達障害の診断を「受けている」が7.2％なっています。
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問８　次のうち該当するものがありますか。
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発達障害（広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害など）について、「総合失調症、妄想性障害、非定型精神症」が49.2％と最も高くなっています。
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問９　あなたは、障害者自立支援法の障害程度区分認定を受けていますか。受けている場合は障害程度区分もお答えください。
障害者自立支援法の障害程度区分認定について、認定を「受けている」が24.2％となっています。

障害程度区分については、「区分２」が17.5％と最も高くなっています。
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問10　現在あなたの生活の場は、次のうちどれですか。

生活の場について、「自宅に住んでいる」が82.2％と最も高く、次いで「施設で生活している」が10.2％となっています。


自宅で生活している方へ
問11　あなたのご自宅は、次のうちどれですか。

自宅について、「持ち家」が58.8％と最も高く、次いで「借家・アパート」が23.2％となっています。

問12　現在、一緒に暮らしている人は誰ですか。（複数回答）

現在、一緒に暮らしている人について、「母親」が49.5％と最も高く、次いで「父親」が29.9％となっています。



自宅・施設で生活している方へ
問13　次にあげるいろいろな「生活の場」のうち、今後暮らしたいと思うのはどれですか。

今後暮らしたいと思う「生活の場」について、「家族と一緒に自宅で暮らしたい」が44.5％と最も高く、次いで「一人暮らしや結婚のために家を借りたい」が10.6％となっています。




問14　平日の昼間を主にどこでお過ごしですか。

平日の昼間を主にどこで過ごしているかについて、「自宅」が56.0％と最も高く、次いで「通所施設」が17.4％となっています。



問15　就労の状況や形態は次のどれですか。

就労の状況や形態について、「働きたくても働けない」が23.9％と最も高く、次いで「常勤で仕事をしている」が19.7％となっています。


問16　問15で１～２と回答された「仕事をしている方」におうかがいします。

（１）就労先

就労先について、「福祉的就労（作業所）」が62.1％と最も高く、次いで「民間企業」が20.7％となっています。



（２）現在の仕事の就労期間はどのくらいですか。＜平成24年8月１日現在＞

現在、仕事の就労期間について、「０～４年」が67.2％と最も高く、次いで「５～９年」が15.5％となっています。
（３）あなたは現在の仕事や職場に満足していますか。

仕事や職場に満足しているかについて、「満足している」「どちらかと言えば満足している」の合計を＜満足＞とすると、『雇用の形態』『仕事の内容』が高くなっています。

また、「どちらかといえば不満である」「不満である」の合計を＜不満＞とすると、『就労による収入』が最も高くなっています。

問17　現在、仕事をされていない方におうかがいします。
仕事をされていないのはどういった理由からですか。(複数回答)

仕事をされてない理由について、「病気の症状がつらい」が46.8％と最も高く、次いで「体力がついていかない」が42.7％となっています。




問18　今後、日中はどのようなことをしていきたいですか。（複数回答）

今後、日中はどのようなことをしたいかについて、「パート・臨時・アルバイトなど自分が働ける時間は働きたい」が19.7％と最も高く、次いで「正社員・従業員として働きたい」が17.0％となっています。



問19　地域の人とどのようなお付き合いをされていますか。（複数回答）

地域の人とどのような付き合いをしているかについて、「会った時にはあいさつをする」が68.8％と最も高く、次いで「世間話をする」が19.3％となっています。



入院中の方へ

問20　今後、退院するためにどのような条件が必要だと思いますか。（複数回答）

退院するために必要な条件について、「緊急時に助けてくれる人がいること」「生活をするためのお金があること」「パートナーや友人など理解者がいること」が多くなっています。



問21　次にあげるいろいろな「生活の場」のうち、今後、暮らしたい環境や利用してみたい施設はどれですか。

今後暮らしたい環境や利用してみたい施設について、「専門の職員がいて共同生活ができる施設を利用したい」が多くなっています。




問22　今後、退院したら日中はどのようなことをしていきたいですか。（複数回答）

退院したら日中はどのようなことをしていきたいかについて、「同じ障害のある人たち同士の活動・集まりに通いたい」「病院に通いたい」が多くなっています。




医療・保健について
問23　健康状態はいかがですか。

健康状態について、「健康である」と「まあ健康である」の合計を＜健康＞とすると、53.8％となっています。


問24　最近の健康状態で、感じていることは何ですか。（複数回答）

最近の健康状態で感じていることについて、「体力の衰えを感じる」が48.7％と最も高く、次いで「何をしても疲れやすくなった」が43.2％となっています。



問25　あなたは通院していますか。また、通院している方は、どれくらいの頻度で通院していますか。

通院の頻度について、「月１回程度通院している」が58.9％と最も高く、次いで「月２回程度通院している」が16.5％となっています。


介助者について
問26　主な介助者はどなたですか。（複数回答）
主な介助者について、「母親」が28.4％と最も高く、次いで「配偶者」が11.0％となっています。




問27　主な介助者の方の年齢はおいくつですか。＜平成24年８月１日現在＞
主な介助者の年齢について、｢60～69歳｣が18.6％と最も高く、次いで「70～79歳」が14.8％となっています。

問28　主な介助者に介護・援助してもらえなくなった場合、どのようにしたいと思いますか。（複数回答）

主な介助者に介助・援助してもらえなくなった場合、どのようにしたいかについて、「施設や病院を利用する」が35.6％と最も高く、次いで「家族・親戚に頼む」が16.5％となっています。



福祉サービスについて

問29　あなたは次の各種サービスを利用していますか。また今後利用したいですか。

各種サービスの利用度について、「居宅介護」が11.9％と最も高く、次いで「就労継続支援　Ｂ型」が11.0％となっています。

利用意向についても、「居宅介護」が25.0％と最も高く、次いで「就労継続支援　Ａ型」が19.5％となっています。



問30　あなたは、福祉サービス利用援護事業や成年後見人制度を利用していますか。

　　　また、活用したいと思いますか。
制度や事業の認知度について、「知っている」が『福祉サービス援助事業』では10.2％、『成年後見制度』では15.7％となっています。

利用意向について、「利用したい」が『福祉サービス援助事業』では16.9％、『成年後見制度』では14.0％となっています。


問31　あなたは、生活しやすくなるためにどんな制度・サービスが必要だと思いますか。

生活しやすくするために必要な制度・サービスについて、『調子が急に悪くなった時に対応してくれる病院』が67.4％と最も高く、次いで『入院費や通院費の負担を軽くする制度』が65.3％、『必要なときは、往診や訪問相談をしてもらえる体制』が58.9％となっています。

また「必要でない」と思うものについて、『通院や買物などに付き添ってくれるサービス』が17.4％と最も高くなっています。



生活全般について


問32　悩みや困ったことを相談するのは誰ですか。（複数回答）

悩みや困ったことを相談する相手について、「家族及び親族」が64.4％と最も高く、次いで「医者」が37.3％となっています。



問33　現在どのくらいの頻度で外出していますか。

現在の外出頻度について、「毎日」が25.8％と最も高く、次いで「週５～６日くらい」が17.4％となっています。




問34　外出する上で特に不安に思ったり、困ったりすることは何ですか。(複数回答)

外出する上で特に不安に思ったり、困ったりすることについて、「健康や体力に自信がない」が29.7％と最も高く、次いで「外出の際、周囲の人の目が気になる」が28.0％となっています。


問35　サービスに関する情報をどこから入手していますか。（複数回答）

サービスに関する情報の入手先について、「テレビ・ラジオ・新聞」が20.8％と最も高く、次いで「専門相談機関」が20.3％となっています。



問36　地震などの災害が起こったときの「指定避難施設」を知っていますか。

地震や災害時の指定避難施設について、「知っている」が「知らない」に比べ、若干高くなっています。


問37　地震など災害発生時の避難方法等についておたずねします。

（１）あなたは、災害が起こったとき１人で避難することができますか。

災害時に１人で避難できるかについて、「できる」が44.5％、「できない」が25.8％となっています。


（２）（１）で２と回答した「できない」方におうかがいします。

　　　避難するのに困ることは何ですか。（複数回答）
避難するのに困ることについて、「避難場所まで行けない（坂や階段がある、避難場所が遠いなど）」が42.6％と最も高く、次いで「災害時の緊急の連絡方法・連絡先がわからない」「その他」がともに14.8％となっています。



問38　避難所における生活や支援について不安に思うことはありますか。（複数回答）

避難所における生活や支援について不安に思うことについて、「避難所で投薬や治療を受けることが難しい」が34.3％と最も高く、次いで「障害のある人に対応した避難所の設置がない」が27.5％となっています。




問39　日常生活において、障害があるために差別や偏見、疎外感を感じることがありますか。

障害があるために差別や偏見、疎外感を感じることがあるかについて、「よく感じる」「ときどき感じる」の合計を＜差別・偏見・疎外感を感じる＞とすると、40.7％となっています。

問40　問39で「１　よく感じる」、「２　ときどき感じる」と回答した方におうかがいします。よろしければどんなことがあったのか教えてください。
差別・偏見・疎外感を感じたことについて、「悪口を言われた」が最も多く、次いで「意見を聞いてもらえなかった」「変な目でみられる」となっています。


問41　障害のある人にとって住みよいまちをつくるために、どのようなことが必要だと考えますか。（複数回答）
障害のある人にとって住みよいまちをつくるために、どのようなことが必要かについて、「何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実」が54.7％と最も高く、次いで「サービス利用の手続きの簡素化」が36.0％となっています。



介助者について

問42　介助者の健康状態はいかがですか。

介助者の健康状態について、「まあ健康である」が27.1％と最も高くなっています。


問43　介助者として、次のうちあてはまるものは何ですか。

介助者として、あてはまるものについて、『将来の見通しがたてられない』『心身ともに疲れる』『医療費や交通費などの経済的負担が大きい』などの「大いにある」の割合が高くなっています。

障害者施策の希望と実態について

問44　障害者施策についての希望と実態について
障害者施策の希望と実態について、『障害者が自立した社会生活を営むための相談支援や居宅介護』で「良くなっている」が12.3％と、最も高くなっています。



Ⅳ　自由回答


１．身体障害者対象調査　自由回答





２．知的障害者対象調査　自由回答



 


３．精神障害者対象調査　自由回答



Ⅴ　調査票
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※ 知的（N＝81）とは、知的障害者の方で身体障害者手帳をお持ちの方





※ 知的（N＝81）とは、知的障害者の方で身体障害者手帳をお持ちの方





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





※ 知的（N＝81）とは、知的障害者の方で身体障害者手帳をお持ちの方





※ 身体（N＝33）とは、身体障害者の方で療育手帳をお持ちの方





※ 身体（N＝33）とは、身体障害者の方で療育手帳をお持ちの方





※ 身体（N＝9）とは、身体障害者の方で精神障害者福祉手帳をお持ちの方


※ 知的（N＝9）とは、知的障害者の方で精神障害者福祉手帳をお持ちの方








※ 身体（N＝9）とは、身体障害者の方で精神障害者福祉手帳をお持ちの方


※ 知的（N＝9）とは、知的障害者の方で精神障害者福祉手帳をお持ちの方














■疾患名（身体）





■疾患名（知的）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他特に介助が必要な生活動作　回答（身体）





■その他特に介助が必要な生活動作　回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（知的）





■その他回答（知的）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）





■その他回答（知的）





■その他回答（身体）





■その他回答（身体）





■その他回答（知的）











精神（N＝63）とは、精神障害者の方で


身体障害者手帳をお持ちの方





■その他回答（精神）





精神（N＝63）とは、精神障害者の方で身体障害者手帳をお持ちの方





精神（N＝63）とは、精神障害者の方で


身体障害者手帳をお持ちの方





精神（N＝21）とは、精神障害者の方で


療育手帳をお持ちの方





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）





■その他回答（精神）
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